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第 1章諸言

現在日本の職域における健康づくり施策は、生活習慣病対策を中心に行われてきた。

2008年以降は特定健診・特定保健指導の開始によりその傾向はより顕著になってきた

25)。また、日本における平均寿命は延び続けているが、その平均寿命のうち健康で自

立した生活を送ることのできる期間を特に健康寿命としヴ。厚労省の発表では、日本

の平均寿命は男性 79.55.歳、女性 86.30歳、平均健康寿命は男性 70.42歳、女性 73.62

歳とされ、その差は男性 9年、女性 13年である(2010年)24)。つまり、それは要介護

や寝たきり状態など、自立した生活を送ることのできない不健康期聞が約 10年あるこ

とを示している。

このようなことから、最近は平均寿命を延ばすだけでなく、健康寿命を延ばし 18)、

不健康期間を減らすことが重要であると考えられている 26)。そのためには、職域の健

康づくりにおいても、健康増進、発病予防という一次予防の考え方を持って生活する

ことが大切な時代になってきた。また、日本人の平均寿命が延びていくにつれて重要

視され始めているのが、健康の保持増進の仕方は様々あるが、共通するのは単に病気

や虚弱でないということだけでなく、より健康な状態、最良の状態を目指すこと、身

体的・精神的・社会的に Well-beingな状態を目指す事が重要だという点である 5)6)27)。

このように、健康は様々な観点から捉えることができ、その構成要素も様々存在する。

その構成要素として幸福感や生活満足度が挙げられる。

また近年では、国民の豊かさの指標として、幸福度や生活満足度を国際社会の中で

評価・比較することも行われている 22)。

職域の健康づくりで最近注目されているのが、タニ夕食堂に代表されるようなヘル

シーな食事を社員食堂で提供して、勤労者の健康を保持増進するという動きがみられ

ている。

しかしながら、その多くが、単にカロリーや塩分を抑えた食事を提供する事に注力

し、食事をする人の環境や食事満足感は考慮されていない事が多い。

現在のわが国は物が豊かにあふれる食環境において食事内容が変化し、あらためて
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食生活のあり方が間われている。同じ食事を食べても人により評価が異なることはし

ばしば経験する。そこで食事の評価指標として摂取栄養量とともに食べる人の総合的

評価が、価値観の多様化している今日においては重要であると考えられる 2)。

近年、働き盛り世代が国民栄養調査結果等から、食生活面、健康面で年々問題が深

刻化していることは明らかであり 29)、生活習慣病予防の視点からも、栄養・食教育の必

要性が高い。しかし、基本的に主観的健康感が高く、身体所見があっても本人の認識は

乏しく、従来地域保健はもとより産業保健分野においても、最もつかまりにくく、学

習の場への参加が得られにくい世代でもある。こうした世代を対象として栄養・食教育

を有効に進めるには、栄養教育の評価において従来から多用されてきた身体指標や食

物摂取面の指標に加え、対象自身が自分のおかれている状態や状況、或いはその変化

をどう認識しているかといった主観的な評価をも含めた新しい枠組みでの診断・評価

が必要だと考えられる。

また現在、勤労者の食事満足感と幸福感・生活満足度との関係に関する研究報告は

少ないのが現状である。

このような事から、勤労者の食事満足感に注目し明らかにする事で、職域の健康づ

くり施策をよりよいものとして提案できるのではなし、かと考え、本研究に取り組んだ。
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第 2章先行研究

第 1節 成人期における食に関する主観的 QOL

先行研究として、まずは、武見らの成人期における食に関する主観的 QOLについ

て述べる 10)。この研究では、成人を対象とした食に関する主観的 QOL(subjective

diet-related quality of life (SDQOL))の信頼性と妥当性を検討しており、全国から層

化 2段無作為抽出された満 20歳以上の男女 5，000名とされ、対象者は、調査員による

個別面接聴取に回答した者としている。

食に関する主観的 QOLとして、各項目は、「食事時聞が楽ししリ、「食事がおいしく

食べられる」、「食事の時間が待ち遠ししリ、「食卓の雰囲気は明るしリ、「食べたいもの

を食べているJ、「日々の食事に満足している」の 6項目である。また、生活のゆとり

感と生活満足度も同時に計測している。

結果としては、主観的 QOLの基礎統計量を算出した結果、「食事がおいしく食べら

れる」の項目において“あてはまる"と回答した者が 73.1%であったことから、この

項目を削除し、残り 5項目で探索的因子分析を行い、固定した「食事時間が楽ししリ

以外の項目はすべて有意な因子負荷量がえられ(p<O.Ol)、モデル適合度は GFI=0.99、

AGFI=0.96、CFI=0.99、RMSEA=0.08;90%CI:0.06'"'-'0.10であった。このように、

「食べたいものを食べる」を除外した 4項目のモデルで適合度が改善し、データの共

分散構造へのあてはまりが良いモデルであることが示された。つぎに、生活のゆとり

感と主観的 QOLのSpearmanの順位相関係数を調べた結果、 0.16(p<0.001)と正の相

関がえられた。また、生活満足度と主観的 QOLには、正の相関がみられ(rs=0.38、

p<O.OOl)、生活満足度が高いと主観的 QOLが高いことが示された。しかしながら、

この研究では主観的な食の QOLに着服し、食に関する主観的 QOLの信頼性と妥当性

を確認しているが、調査対象の限定性などから今後もさらなる調査が必要で、ある。
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第 2節食の満足感構成要素

つぎに、金子らは食の満足感構成要素について、高校生、大学生、社会人を対象に

食の満足感に関する調査を行っている 6)。食の満足感に関する 44項目について、各個

人の評価をもとに因子分析を行った結果、「食卓環境」、「ファッション・ク守ルメ性」、

「健康性j、「経済性J、「人間環境J、「噌好性」の 6因子が得られた。

また、性別や年齢による因子構造の違いも明らかになった。高校生男子は「ファッ

ション・グルメ性J、「食卓環境J、「人間環境」、「栄養性」、「簡便性」、「経済性」、「安

定性」の 7因子、高校生女子は「食卓環境」、「ファッション・グノレメ性」、「健康性」、

「経済性」、「噌好性」、「人間環境」の 6因子から構成された。大学生男子は「食卓環

境」、「生理的快適性」、「パーティ性」、「栄養性」、「家庭性」、「噌好性」、「フアツショ

ン性」、「簡便性Jの8因子から構成され、大学生女子は「食卓環境」、「ファッション・

グルメ性J、「健康性」、「経済性J、「人間環境」、「噌好性」の 6因子から構成され、社

会人男子は「健康性J、「グ、ルメ性」、「食文化性」、「簡便性」、「人間環境Jの 5因子か

ら構成され、社会人女子は「食卓環境」、「ファッション・グルメ性」、「健康性J、「経

済性」、「人間環境」、「噌好性Jの 6因子から構成された。きわめて多くの要因によっ

て左右される可能性のある食の満足感を金子はこのように構造化している(図 1)。

(食の講足感情成要素) i因2jする|
「安全性(食品添加物、農襲、品質、制度‘毒性)・

ト晴好性(昧、香り、外蝿‘予クスチャー) L

倉暢に ト栄聾性(栄蔓所要量、栄養バランス) ・ 号...............~ L 
一 一 -関わる要素ト簡便性(手間、健皐)

i ト経済性(価格、高級感}

食…の哨灘ι し)コ一一イハ仇刊ト刈山性釦(噌食吋庇…食M卓摘刷成船) ::二二二二二;二二二二二二二二二「;;二

; 「 外卸環検(唄気M逼込‘i音白、光丸‘畳色釦) _j  1 

; し以人川開枇1に= ト生活環酬績(淵会錯話、食"事相手干、~寸ながれら食が恥ぺ州)--r-- • lじ
関わる要素ト社会環境(伝統、習慣、宗教‘諸行) ー…一_....._...トー……，

ト生理的環境(健康状聾.食欲、満随感‘岨明、運動状臨)田・…十

」心理的想嶋(精神伏聾‘体型願望、過去の食体験)

図 1 因子構造と食の満足度

健庫性

格好性

経済性

食事環境

人間理境

ヲ"シzン・ゲ似性

しかしながら、この研究においては、食の満足感構成要素から生活満足度、幸福度

との関連性までは発展していなし、。
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第 3節 健康づくりのための食環境整備

早挟fjらの研究では、社員食堂における健康づくりのための食環境整備について、社

員に対する健康づくり対策の一手法として社員食堂において、食堂メニューに食事バ

ランスガイドのコマ表示や栄養価表示、食生活セルフチェック等の栄養教育ツールを

もちいた栄養教育、および食関連情報の提供等の食環境整備を行い、社員の食意識や

行動変容について調べ、効果検証を行うことを目的としている 13)。

調査対象は、福岡県久留米市に位置する某大手電機メーカーの社員 174名(男性 139

名、女性 35名)である。常勤の保健師が配置され、定期健診及び健診後のフォローに

より疾病の早期発見、早期治療に取り組んでいる。社員食堂は委託業者により運営さ

れ、委託先の本社栄養士により献立が作成されている。社員食堂のメニューには、エ

ネルギー、塩分のみの表示が行われ、栄養バランスメニュー(600'"'-'700kcal、野菜 120

g以上)が日替わりで提供されている。食環境整備の前後における食行動・食生活を比

較し、食環境整備の効果を評価した。教育群と対照群の食行動・食生活の変化を比較

し，食教育の効果を評価した。さらに、教育群においては食生活状況と身体状況の関

係についても評価を行った。

食行動の変化としては，食生活・食堂に関するアンケートを用いて、食事ノミランス

ガイドの認知度の変化、食堂利用状況等の行動の変化を評価した。食生活の変化とし

ては，当研究室で開発した食生活セルフチェックを用い、評価を行った。食生活セル

フチェックは、食事の「食べ方J(6問/40点)、「量J(8問/45点)、および「体位変

化J(1問/15点)の 15問で構成され、合計で 100点満点になるよう点数配分されてい

る。

結果的には、社員食堂における食環境整備は、従業員の健康の保持増進に効果的で、

社員食堂においてはメニュー提供やメニューへの栄養表示だけでなく、食や健康に関

する情報提供や栄養教育も合わせた取組が有効であること、また、栄養表示や情報提

供，食教育には，食事ノミランスガイドを用いることが有効であることが示唆された。
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第 4節食生活の重要性

本節では、現代の食と文化に至る以前である戦後の 1945年頃の日本人の食生活の

変化を調査した結果、以下に示す項目が確認された 30)。

-伝統的な和食のパターンに追加し、洋風メニューが誕生

・家庭内調理における半調理食品・調理食品ウエイトの増大と内食から外食への着実

な移行

-食に対して、量から質への時代へ

-食生活における T(時間)・ p(場所)・ O(目的)、機会の重要性

.コミュニケーションの場としての食事の重要性

-健康と食品の安全性の重視

・日本の食再編成の時代

以上より、日本人の食生活も 1926年から 1989年の約 60年間に大きな変転が行わ

れてきたと考えられる。太平洋戦争後の最大のキャッチフレーズともいわれた、もは

や戦後ではないが中学校や高校の歴史の教科書などで目にした。また、専門的な書籍

である経済白書に登場し始めたころである。

それ以前を昭和前期とすれば、昭和前期の日本人の食生活は、いわゆる 15年戦争を

はさんで貧しかった、暗かったといえるだろう。そして 1931年以降を昭和後期とす

れば、 1931年以後の日本人の食生活は、豊かになってきた、明るくなってきたといえ

る4)。そしてさらには、日本国民の平均寿命もたいへん長くなったことは事実である。

現在では男性 78才以上、女性 85才以上となっており、これは世界各国の中でトップ

クラスである。しかしながら、この日本人の平均寿命も、 1930年には 50才に達して

いなかった。 1945年以後の寿命の伸長には、医薬品ならびに医療技術の進歩、労働環

境ならびに生活環境の向上の 2っとともに、戦後の日本人の食生活の発展による栄養

バランスの向上が大きく寄与していると考えられている。

現在の日本人の栄養バランスが良いのは、昔の一汁一菜の和食ノミターンだけではな

く、従来の食生活にミルクが加わった結果であるという考えがあり 28)、米飯と味舎汁
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とし、う伝統的な生活パターンから様々な新しい食生活パターンが形成されてし、く可能

性が強い。これらをはじめとして、日本食の変化に伴い、栄養バランスの重要性が高

まってきていることも同時に考えられる。栄養が充分に取る時代から、栄養が充分あ

り、次のバランスの崩壊により、生活習慣病などの誘発につながるようになってきて

いる。食があふれる時代に差し掛かったことでこのような事態になったと考えられる。

しかしながら、新しい食生活パターンになんらかの形で、日本食の原点に立ち戻る

努力が必要である。それは意識的に栄養バランスを考え、意識的に初期の日本食を取

り入れなければならない。今後はこのような努力をすることで節度ある食生活になる

のではと考えられる。また、食事は栄養など生理学的な面だけでなく、食生活や食環

境などの社会面も、健康への関連が大きいことが考えられる。
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第 5節 QOLの評価と尺度

次に QOLの評価と尺度についての概要を述べる。はじめに、健康関連QOL尺度は、

価値づけ型(選好に基づく尺度とも呼ばれる)とプロファイノレ(多次元)型に大きく分類

される 20)。プρロファイル型は、身体機能、メンタルヘルスというように次元を分けて

測定する尺度で、MOS-ShortForm 36(SF-36)のような対象を限定しなし、「包括的QOL

尺度」や、腰痛に特異的な RolandMorris Disability Scale(RMDS)など「疾患特異的

尺度」があると言われている 19)。

しかしながら、これらは両方にとって完全に身体的かっ心理的及び社会的に満足の

いく状態にある場合や、本人が身体的、精神的、社会的、文化的に満足で、きる豊かな

生活であるという様に、日常的に漠然と理解できたとしても、実証的研究には耐えら

れるものではないと思われる。

従って、それらの概念を構成する要素を分析して、測定要素を明らかにし、 QOL評

価のための指標づくりや尺度づくりの研究が、これまで盛んに行われてきている 13)。

WHOは、 1994年に QOLを「一個人が生活する文化や価値観のなかで、目標や期

待、基準、関心に関連した自分自身の人生の状況に対する認識Jと定義している。ま

た、 QOLの構成領域を身体的、心理的、自立のレベル、社会関係、精神性など 6つの

側面に及ぶ概念として設定し、国際間比較が可能な包括的な QOL尺度を開発した物

があり、これがし、わゆる基本調査票と呼ばれ明司O/QOL-100のことである。また、本

研究でも参考にした羽司O/QOL-2611)はこの WHO/QOL-100の利用拡大を目指して、

開発された短縮版のことであり、 WHOIQOL-26は、表 1のような構成概念として捉

えられる ω。

また、 QOLの概念・定義については、厳密な意味での合意が得られているとは言

えなし、かもしれないが、上述の WHOの定義した健康の概念が QOLの概念に相当す

るものと考えて大筋間違いはないと思われる。土井は以下のように QOLを図示化し

ている(図 2)12)。

しかしながら、日本における厚生労働省が定義したものについては、具体的な評価
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尺度は開発途上にある 16)。

表 1 WHO/ QOL-26における構成概念

口痛みと不快 口医薬品と医療への依存
口活力と疲労 口移動能力
仁睡眠と休養 口日常生活動作
口仕事の能力

口自己評価 口スピリチュアリティ(精神性)
口思考、学習、記憶、集中力
ロボディイメージ 口自己評価
口否定的感情

口人間関係
口性的活動
口社会的支媛

口自由、安全と治安 口生活圏の環境
口金銭関係 コ新しい情報獲得の機会
口余暇活動の参加と機会 口居住環境
口健康と社会的ケア 口交通手段

口生活の質全体
口健康状態への満足全体

哩;0 1.身体的状.
ろ 2.心.的状.
笠 3.祉会的支昆

l!I 4.・野絢-・a駆的唱R・
:!: $.蹴敏鈎・2的敏.

〈レベル唱〉
レベ1L-2CD事つCD.組CD6・鍍を・aする-

図 2 QOLの定義ー領域レベル

QOLの評価と尺度については、身体的側面および、対人関係や趣味、宗教等生活で

個人の支えとなるもの、経済状態等の社会的側面も併せて検討することが不可欠であ

る。ここで QOLつまり生命の質(身体的側面)、生活の質(社会的側面)、人生の質(心理

的側面)を表し、主観的、客観的な立場から個人を総合的に把握する。
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第三章主要概念の定義

-勤労者:職業の種類を問わず、事業に使用される者で、賃金を支払われる者とし

た(労基法第 9条)31)。

-食事満足感:食生活について、食物・栄養の摂取状況を評価するだけでなく、人

が食に関して満足している、楽しんでいるという食に関する主観的満足とした(武見ら

2012)7)。

-幸福感:人の暮らしや幸せに関する主観的な満足感とした(OECD2013)23)。

・生活満足度:個人が生活する文化や価値観のなかで、目標や期待、基準および関

心に関わる自分自身の人生の状況についての認識(WHO1994)15)。
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第 4章研究目的

本研究の目的は、勤労者における食事満足感と幸福感・生活満足度との関連を明ら

かにし、今後の企業における健康づくり施策の一助とするところにある。
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第 5章研究方法

第 1節調査内容

調査方法としては、無記名自記式質問紙法を採用する。なお、質問紙は本稿の付録

に添付する。調査内容については、個人的属性、食事満足感、幸福感、生活満足度を

調査する。ここでは、先行研究 2)10) 11)23)や指導教員の助言等を基に作成した質問紙を用

いる。

対象者は、首都圏にある一般企業に従事する成人男女 500名を対象に、無記名自記

式質問紙法を用いた。回答期間は 1週間程度設けた。質問紙の配付と回収は、 2013年

11月に行った。

調査結果の分析については、 SPSSStatistics 21.0 for Windowsを用い、食事満足

感と幸福感・生活満足度の関連については Spearmanの相関係数を用いて、相関を検

討した。基本的属性のうち、性別における食事満足感の有意差は、武見らの先行研究

に従い、 Mann-Whitney検定を用い、それ以外の基本的属性は、ノンパラメトリック

検定の Kruskal-Wallisの検定を用いて、 P<0.05を有意差ありとして統計解析を行っ

た。

また、食事満足感を「あてはまるj を 5点、「やや当てはまるJを 4点、「どちらと

もいえなしリを 3点、「やや当てはまらなしリを 2点、「当てはまらなしリを 1点とし

得点化し、上位群、中位群、下位群の 3群に分け、それぞれの「食事満足感j と「幸

福感J["生活満足度」との相関をノンパラメトリック検定の Spearmanの順位相関係

数を用いて、相関関係の分析を行った。

第 2節質問紙

個人的属性は性別・身長・体重・年代・職種・婚姻状況を調査した。食事満足感に

ついては先述の武見(2012)、金子(1998)らの先行研究から引用し、幸福感については

OECDの幸福度指標(2013)を参考に、生活満足度に関しては WHOの QOL26項目

(2003)を参考とした。
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第 3節倫理的配慮

本研究を実施するに際し、対象者に対して研究内容を書面にて十分に説明し、研究

参加するか否かの自由を保障した。質問紙には、個人の氏名とデータが特定される項

目は設けておらず、調査結果にも個人の氏名とデータが特定されることがないよう配

慮、したものとした。また、データは連結不可能匿名化としている。人権に関わる質問

項目は含まれていなし、。

以上のように、倫理的配慮を講じて調査を行った。なお、本研究は、 }I頂天堂大学大

学院スポーツ健康科学研究科の倫理委員会で承認されている。
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第 6章結果

第 1節集計結果

2013年 10'"'-'11月の聞に、首都圏の一般企業勤労者 500名に対して、質問紙を配布

した結果、男性 206名、女性 181名、合計 387部回収でき、回収率 77.4%となったO

年齢は、年代別(20代'"'-'60代)として集計し、結果は表 2のとおりである。対象者の

年齢の内訳は、 20代 102名(26%)、30代 120名(31%)、40代 53名(17%)、50代 58

名(15%)、60代 54名(14%)であった。

表 2 男女年代別回収状況

20代 30代 40代 50代 60代 合計

男性 65 64 26 26 25 206 
女性 37 56 27 32 29 181 
合計 102 120 53 58 54 387 

第 2節基本的属性の集計結果

基本的属性の集計結果は、表 3のとおりである。平均身長は 163.7cm、平均体重は

59.6 kg、平均値から求めた BMIは22.4であった。また、職種に関しては、表 4のと

おりとなった。半数が営業系で、営業系と事務系を合わせると 8割を占める。

婚姻状況に関しては、表 5のとおりとなった。未婚が 141名(36.4%)を占める結果と

なった。既婚は 246名(63.6%)となり、配偶者及び子の有無に関しでも調査した。既

婚(配偶者あり、子ありが 106名(27.4%)、既婚(配偶者あり、子なし)が 90名(23.3%)、

既婚(配偶者なし、子ありが 23名(5.9%)、既婚(配偶者なし、子なし)が 27名(7.0%)と

なった。

表 3 身長および体重の集計結果

統計値 | 身長(cm) 体重(kg)

平均値 I 163.7 59.6 
標準偏差(n-1) I 7.9 I 7.6 

-16・



表 4 職種内訳

営業系 | 事務系 | 技術系
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表 5 婚姻状況

婚姻状況 人数 割合

未婚 141 36.4% 
既婚(配偶者あり、子あり) 106 27.4% 
既婚(配偶者あり、子なし) 90 23.3% 
既婚(配偶者なし、子あり) 23 5.9% 
既婚(配偶者なし、子なし) 27 7.0% 

第 3節 食事満足感と幸福感・生活満足度との相関結果

食事満足感と幸福感・生活満足度との相関(表 6)は、武見らの先行研究に準じ、

Spearmanの相関係数を用いて検討した。

表 6 食事満足感、幸福感および生活満足度の評価項目

食事満足感(50項目) 幸福感(12項目) 生活満足度(9項目)

日々の食事がおいしい 現在の収入に満足している 人間関係に満足している

日々の食事が楽しい 勤務時間に満足している 性生活に満足している

食べたいものを食べている 住居に満足している 友人らの支えに満足している

日々の食事が待ち遠しい
ワークライフバランスがとれて 金銭的に余裕がある

いる

日々の食事の雰囲気が良い
健康状態は良好だと思う 毎日の生活に必要な情報をもっ

ている

日々の食事内容に満足している 受けてきた教育は十分だと思う 余暇を楽しんでいる

賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく食べら 友達などとコミュニティがある 家の周りの環境に満足している
れる

食べ物の衛生面が気になる
地域ボランティア等、社会参画し 医療・福祉サービスに満足してい

ている る

食事の際に農薬の事まで気にしない 住環境は良い 周辺の交通の便に満足している

輸入食品は安全面が不安だ 安心して暮らしている

食べ物の見た目が気になる 現在の生活に満足している

食事は何より味が重要だ 現在、幸福だと思う

嫌いなものでも我慢して食べるべきだ

食べ物を食べるときは香りにもこだわる

バランス栄養食品は手軽に栄養補給出来

て良い

栄養バランスさえよければ満足だ

カロリーのバランスを意識して食事をし
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ている

栄養のあるものを食べると満たされた気

分になる

レトルト食品、即席めんは味気ない

外食は手軽に食事できるので良い

食事は手軽に済ませたい

市販の調理済み食品でもおいしい

食事にはできる限りお金をかけたい

豪る華な料理を食べると優雅な気持ちにな I

食事にはお金をかけたくない

高価な食べ物であればそれだけで満足

料理にふさわしい食器が必要である

ごはんと牛乳、としづ様な組み合わせで

も問題ない

食後にコーヒ一等を飲むひとときが好き

だ

料理の並べ方を気にする

騒がしい所であっても食事内容が良けれ

ば問題ない

食事中周りが散らかっていても気になら

ない

部屋の明るさを変えるだけで食事の雰囲

気の違いを楽しめる

快適な室温でない時は食事を楽しめない

誰とも会話せずに食事しても満足できる

大勢でにぎやかに食事する事が好き

一人で気ままに食事をすることが好きだ

テレビや雑誌等を見ながら食事をするの

が好き

一番心が和む料理は、おふくろの味だ

季節のものを一年中味わえるとうれしい

流行している食べ物は一度食べないと気

が済まない

お正月にはお節料理がなければ気が済ま

ない

食欲さえ満たされれば満足

正しいマナーや姿勢で、食事をするべき

柔らかい物や薄味ばかりだと食べた気が

しない

お腹いっぱい食べないと気が済まない

食事のときはいつも体重や体型を気にし

ている

嫌な思い出のある食べ物はおいしくない
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悩み事があるときは何を食べてもおいし

く感じない

ゆっくりと食事がしたい

それぞれの結果については、下記のとおりとなった。「食事満足感」と「幸福感」に

負の相関が得られた項目は、表 7のとおりである。

表 7 r食事満足感Jと「幸福感」に負の相闘が得られた項目

項目
健康状態 勤務時間 現在の 安心し 友達など 地域ボフ ワーク

は良好だ に満足し 収入に て暮ら とコミュ ンティア ライフ

と思う ている 満足し してい ニティが 等、社会 パラン

ている る ある 参画して スがと

いる れてい

る

日々の食事がおいし
-0.205 し1

食べたいものを食べ
-0.207 ている

日々の食事が待ち遠
ー0.227

しい

日々の食事の雰囲気
-0.229 が良い

嫌いなものでも我慢
-0.215 して食べるべきだ

栄養バランスさえよ
-0.238 ければ満足だ

カロリーのバランス

を意識して食事をし -0.202 -0.201 
ている

市販の調理済み食品
-0.274 でもおいしい

食事にはできる限り
-0.218 お金をかけたい

高価な食べ物であれ
-0.213 ばそれだけで満足

流行している食べ物

は一度食べないと気
回0.208 ー0.208

が済まない

正しいマナーや姿勢

で食事をするべき

柔らかい物や薄味ば

かりだと食べた気が
同 0.211

しない

お腹いっぱい食べな
-0.231 -0.209 -0.213 いと気が済まない
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現在、幸

福だと

思う

-0.201 

-0.217 



食事のときはいつも

体重や体型を気にし

ている

※有意水準α=0.05

.20・



「食事満足感」と「幸福感」に負の相関が得られた項目は、表8のとおりである。

表 8 I食事満足感」と「幸福感」に負の相関が得られた項目

項目
友人らの支え 毎日の生活 性生活に満 余暇を楽し 人間関係

に満足してい に必要な情 足している んでいる に満足し

る 報をもって ている
し1る

食べたいものを食べている -0.240 

日々の食事内容に満足して
-0.208 

いる

賞味期限が過ぎた物でも抵
-0.263 -0.209 

抗なく食べられる

輸入食品は安全面が不安だ 幽 0.201

食べ物の見た目が気になる -0.203 

食べ物を食べるときは香り
-0.216 

にもこだわる

カロリーのバランスを意識
-0.204 -0.226 

して食事をしている

食事にはできる限りお金を
ー0.234

かけたい

テレビや雑誌等を見ながら
-0.225 

食事をするのが好き

流行している食べ物は一度

食べないと気が済まない

※有意水準α=0.05

食事に満足していない人の多くは、幸福感のうちの、「安心して暮らしている」、「健

康状態は良好だと思う」、「現在の収入に満足している」、「受けてきた教育は十分だと

思う」が不満に感じており、生活満足度においては、「毎日の生活に必要な情報をもっ

ている」が不足していることがわかった。

「食事満足感」と「幸福感」に正の相関が得られた項目は、表 9のとおりである。
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表 9 i食事満足感」と「幸福感」に正の相関が得られた項目 ※有意水準α=0.05

項目
住環境 勤務時 健康状 安心し 現在の 住居に 友達な 受けて ワーク 現在、 現在の l

は良い 聞に満 態は良 て暮ら 生活に 満足し どとコ きた教 ライフ 幸福だ 収入に
足して 好だと してい 満足し ている 、之ー、、ユー一 育は十 ノミラン と思う 満足し
いる 思う る ている ティが 分だと スがと ている

ある 思う れてい

る

日々の食事内容に
0.234 

満足している

賞味期限が過ぎた

物でも抵抗なく食 0.240 0.230 0.239 
べられる

輸入食品は安全面
0.201 

が不安だ

食事は何より味が
0.208 重要だ

バフンス栄養食品

は手軽に栄養補給 0.222 0.212 
出来て良い

カロリーのバラン

スを意識して食事 0.209 
をしている

レトルト食品、即
0.244 0.220 席めんは味気ない

外食は手軽に食事
0.243 できるので良い

食事は手軽に済ま
0.205 せたい

料理にふさわしい
0.262 食器が必要である

ごはんと牛乳、と

いう様な組み合わ 0.200 
せでも問題ない

食後にコーヒ一等

を飲むひとときが 0.216 
好きだ

料理の並べ方を気
0.202 にする

大勢でにぎやかに
0.210 食事する事が好き

一人で気ままに食

事をすることが好 0.209 0.221 
きだ

テレビや雑誌等を

見ながら食事をす 0.203 
るのが好き

悩み事があるとき

は何を食べてもお 0.225 
いしく感じない

ゆっくりと食事が
0.241 したい
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以下は、食事満足度分布及び、基本的属性別にみた食事満足度分布である(表 10、

表 11)。

表 10 食事満足度分布

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 歪度 尖度

統計量 統計量 統計量 統計量 統計量 統計量 標準偏差 統計量 標準偏差

食事満足感得点 387 78 167 118.47 13.264 .153 .124 .438 .247 

表 11 基本属性別食事満足度分布

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 歪度 尖度

統計量 統計量 統計量 統計量 統計量 統計量 標準誤差 統計量 標準偏差

性別

男性 206 83 151 120.33 12. 358 一.439 .169 一.008 .337 

女性 181 78 167 116.34 13.958 .164 .181 1. 025 .359 

20代 102 86 141 118.78 12.362 一.393 .239 一.463 .474 

30代 120 83 165 120.49 13.936 一.184 .221 .731 .438 

年代 40代 53 81 140 112.98 12. 814 一.142 .327 一.350 .644 

50代 58 78 142 118.34 13.964 一.542 .314 一.094 .618 

60代 54 90 167 118.87 11. 978 .894 .325 3.996 .639 

営業職 192 78 167 117.85 13. 122 . 196 . 175 1. 186 .349 

職業
事務職 130 85 147 119.48 12. 778 一.453 .212 一.156 .422 

技術系職 37 81 140 118.78 15.037 一.768 .388 一.157 .759 

その他 28 83 151 117.57 14.387 一.110 .441 .532 .858 I 

未婚 141 81 167 118.79 14.414 一.145 .204 .252 .406 I 

既婚(子

106 85 147 118.96 12.469 一.272 .235 一.106 .465 
あり)

未

既婚 既婚(子

90 86 138 114.90 11. 663 一.190 .254 一.251 .503 
なし)

既婚(配偶

23 78 142 122. 13 14.328 -1. 395 .481 2. 842 .935 
者なし、子
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あり)

既婚(配

偶者なし、 27 103 165 123.59 11. 882 1. 377 .448 5.017 

子なし)

表 10の分布に従い、食事満足度を上位群、中位群、下位群の 3つにカテゴライズす

る。 3区分の仕方は、上下に標準偏差の半分のところで区分する。平均値 118.47、標

準偏差 13.264であるため、 118.47::t6.632とし、 123.102以上が上位群、 111.838以

下が下位群、それ以外を中位群とした。

3群別の食事満足度と生活満足度との相関のうち、下位群で、「食事満足度」と「幸

福感」に負の相闘が得られた項目は、表 12のとおりである。

表 12. 下位群「食事満足度」と「幸福感Jに負の相関が得られた項目

ワークラ 受けてき 友達など

.872 

住居に満 イフノ〈ラ 健康状態 た教育は とコミュ 安心して 現在、幸

足してい ンスがと は良好だ 十分だと ニティが 暮らして 福だと思

る れている と思う 思う ある し1る つ

Q6日々の食事がおいしい 一.240* 一.225*

Q8食べたいものを食べている 一.205*

Q14食事の際に農薬の事まで気

一.250**
にしない

Q25外食は手軽に食事できるの

一.229*
で良い

Q28食事にはできる限りお金を

一.234*
かけたい

Q34食後にコーヒ一等を飲むひ

一.214キ

とときが好きだ

Q42一人で気ままに食事をする

一.215*
ことが好きだ
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Q48食欲さえ満たされれば満足 一.227* 一.254**

Q49正しいマナーや姿勢で、食事

一.245*本

をするべき

Q50柔らかい物や薄味ばかりだ

一.315** 
と食べた気がしない

Q51お腹いっぱい食べないと気

一.224*
が済まない

Q52食事のときはいつも体重や

一.257** 
体型を気にしている

Q54悩み事があるときは何を食

.321 ** 
べてもおいしく感じない

弘一一一一一一一
E・E・-ー』ーーー ー

有意水準α=0.05

最も、負の相関が高いのは、「やわらかい物や薄味ばかりだと食べた気がしなしリと

「友達などのコミュニティがある」であり、ー0.315の相関となった。次に負の相関が

高かった項目は、「食事のときはいつも体重や体型を気にしているJと「安心して暮ら

している」で・0.257であった。また、「安心して暮らしている」は、「一人できままに

食事をすることが好きだ」と「食欲さえ満たされれば満足」と比較的負の相関が高か

った(それぞれ、同0.215、-0.254.) 

次に、中位群の「食事満足感Jと「幸福感j の相関についてみる(表 12)。

表 13. 中位群「食事満足度」と「幸福感」に負の相関が得られた項目

住居に満足して 健康状態は良好 友達などとコミ 安心して暮らし

いる だと思う ユニティがある ている

Q16食べ物の見た目が気になる 一.241** 

Q27市販の調理済み食品でもおいしい
一.222** 

Q28食事にはできる限りお金をか

一.207*
けたい
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Q32料理にふさわしい食器が必要

一.227**
である

Q36騒がしい所であっても食事内

一.200*
容が良ければ問題ない

Q39快適な室温でない時は食事を

一.227** 一.213**
楽しめない

Q50柔らかい物や薄味ばかりだと

一.213** 
食べた気がしない

有意水準α=0.05

中位群において、最も高い負の相関がみられたのは、「食べ物の見た目が気になる」

と「健康状態は良好だと思う」であり、 -0.241であった。「料理に相応しい食器が必要J

と「友達などのコミュニティがある」、そして「快適な室温でないときは、食事を楽し

めなしリと「住居に満足している」とが、いずれも-0.227の負の相関が認められた。

次いで、、上位群の「食事満足感」と「幸福感Jとの負の相関である(表 14)。

表 14. 上位群「食事満足度」と「幸福感」に負の相関が得られた項目

地域ボラ

ワークラ 受けてき ンティア

住居に満 イフノミラ 健康状態 た教育は 等、社会 現在の生

足してい ンスがと は良好だ 十分だと 参画して 活に満足

る れている と思う 思う いる している

Q7日々の食事が楽し

一.252料

し、

Q8食べたいものを食

一.217*
べている

Q13食べ物の衛生面が

気になる

Q14食事の際に農薬の

一.227*
事まで気にしない

Lーーーー『ーーー 一
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Q19食べ物を食べると

一.210*
きは香りにもこだわる

Q25外食は手軽に食事

一.275** 一.209*
できるので良い

Q33ごはんと牛乳、と

いう様な組み合わせで 一.204* 一.226*

も問題ない

Q36騒がしい所であっ

ても食事内容が良けれ 一.210*

ば問題ない

Q50柔らかい物や薄味

ばかりだと食べた気が 一.205ホ

しない

有意水準α=0.05

上位群では、「外食は手軽に食事できるので良しリと「地域ボランティア等、社会参

画している」との相関が、 -0.275と比較的高く、「日々の食事が楽しい」と、「住居に満足

している」との相関が、ー0.252と比較的高い負の相関がみられた。

次に、 3群別の「食事満足度」と「幸福感」との正の相関についてみる。

表 15. 下位群「食事満足度」と「幸福感」に正の相関が得られた項目

ワークラ 友達など

勤務時間 住居に満 イフバラ とコミュ

に満足し 足してい ンスがと ニティが 住環境は 現在、幸福

ている る れている ある 良い だと思う

Q8食べたいもの食べている .247料

Q19食べ物を食べるときは香

.212* 
りにもこだわる

Q27市販の調理済み食品でも

.220* 
おいしい

一
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Q29豪華な料理を食べると優

.206本

雅な気持ちになる

Q53嫌な思い出のある食べ物

.209* 
はおいしくない

Q54悩み事があるときは何を

.321 ** 
食べてもおいしく感じない

有意水準α=0.05

下位群の中で、最も、正の相関が高いのは、「悩み事があるときは何を食べてもおい

しく感じなしリと「住居に満足している」であり、相関係数は、 0.321で、あった(表 14)。

次いで、「食べたいものを食べている」と「現在幸福だと思う Jとの聞にも、 0.247の

比較的高い相関が認められた(表 15)。

表 16. 中位群「食事満足度」と「幸福感Jに正の相関が得られた項目

住居に満足して 受けてきた教育 現在の生活に満

いる は十分だと思う 住環境は良い 足している

Q24レトルト食品、即席めんは

.201* 
味気ない

Q25外食は手軽に食事できるの

.215** 
で良い

Q49正しいマナーや姿勢で、食事

.209** 
をするべき

Q54悩み事があるときは何を食

.263** 
べてもおいしく感じない

有意水準α=0.05

中位群において、「食事満足感」と「幸福感」との問で、高い相関を見せたのは、「悩

み事があるときは何を食べても美味しく感じなしリと「住居に満足しているJとの間

で 0.263の相関が、「外食は手軽に食事できるので良しリと「現在の生活に満足してい

る」との聞に 0.215の正の相関が認められた。

上位群の「食事満足度」と「幸福感」については、以下の通りである(表 17)。
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表 17. 上位群「食事満足度」と「幸福感」に正の相関が得られた項目

ワークラ 受けてき

勤務時間 住居に満 イフバラ 健康状態 た教育は 現在、幸

に満足し 足してい ンスがと は良好だ 十分だと 住環境は 福だと思

ている る れている と思う 思う 良い つ

Qll日々の食事内容に

.211 * 
満足している

Q12賞味期限が過ぎて

.245** 
も抵抗なく食べられる

Q20バランス栄養食品

は手軽に栄養補給出来 .216* .243** 

て良い

Q21栄養バランスさえ

.200* 
よければ満足だ

Q34食後にコーヒ一等

を飲むひとときが好き .209* 

だ

Q35料理の並べ方を気

.217* 
にする

Q42一人で気ままに食

.202* 
事をすることが好きだ

Q55ゆっくりと食事が

.218* 
したい

有意水準α=0.05

上位群の中で、高い相関が認められたのは、「賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく食べ

られる」と「勤務時間に満足している」であり、 0.245、「バランス栄養食品は手軽に

栄養補給できてよしリと「住居に満足している」との問で、 0.243の相関を認めた(表

17)。
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「食事満足感Jと「生活満足度」に正の相関が得られた項目は、表 18のとおりであ

る。

表 18 ["食事満足感」と「生活満足度」に正の相関が得られた項目

余暇を 人間関 友人ら 家の周 医療・福 性生活 周辺の
項目

楽しん 係に満 の支え りの環 祉サー に満足 交通の

でいる 足して に満足 境に満 ピスに してい イ更に満

いる してい 足して 満足し る 足して

る し、る ている いる

食事は何より味が重要だ 0.206 

バランス栄養食品は手軽に
0.206 0.205 0.222 

栄養補給出来て良い

栄養バランスさえよければ
0.216 

満足だ

カロリーのバフンスを意識
0.213 

して食事をしている

外食は手軽に食事できるの
0.213 

で良い

豪華な料理を食べると優雅
0.221 

な気持ちになる

テレビや雑誌等を見ながら
0.225 

食事をするのが好き

柔らかい物や薄味ばかりだ
0.250 

と食べた気がしない

お腹いっぱい食べないと気
0.232 0.205 

が済まない

食事のときはいつも体重や
0.245 0.203 

体型を気にしている

悩み事があるときは何を食
0.205 0.229 

べてもおいしく感じない
ー一一L一一一ーーーー ーー'--

有意水準α=0.05

食事に満足している人の多くは、幸福感のうちの、「現在、幸福だと思うJ、「住居に

満足しているJ、「健康状態は良好だと思う」などに満足しており、生活満足度におい

ては、「余暇を楽しんでいる」、「人間関係に満足している」、「性生活に満足している」

においても満足していることがわかった。

次に、 3群別に見た「食事満足度」と「生活満足度」の相関を見る。

下位群で、負の相闘がみられるのは、「日々の食事内容に満足」と「友人らの支えに

満足」と、「賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく食べられる」と「余暇を楽しんで、いる」

との聞に、それぞれ、 -0.271と-0.254と比較的高い相関が認められた(表 18)。その他

に、「騒がしいところで、あっても食事内容が良ければ問題なし」と「医療福祉サービス
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に満足Ji輸入食品は、安全面が不安」と「金銭的に余裕があるJi日々の食事が楽し

しリと「余暇を楽しんでいる」との間にも、負の相関が認められた(表 19)。

表 19 下位群「食事満足度j と「生活満足度」に負の相関が得られた項目

人間関係に満 友人らの支え 金銭的に余裕 余暇を楽しん 医療・福祉サー

足している に満足 がある でいる ピスに満足

Q6日々の食事がおいしい
一.201* 

Q7日々の食事が楽しい
一.216*

Qll日々の食事内容に満足 一.271** 

Q12賞味期限が過ぎた物でも抵

一.254**
抗なく食べられる

Q13食べ物の衛生面が気になる

Q15輸入食品は安全面が不安だ
一.212*

Q36騒がしい所であっても食事

内容が良ければ問題ない

有意水準α=0.05

表 20は、中位群において、「食事満足度」と「生活満足度」の負の相関が認められ

たものである(表 19)0i嫌な思い出のある食べ物はおいしくなしリと「医療福祉サービ

スに満足」との聞に、 -0.232の負の相関が認められた(表 20)。

表 20 中位群「食事満足度」と「生活満足度」に負の相闘が得られた項目

医療・福祉サービス

性生活に満足 に満足している

Q12賞味期限が過ぎた物でも抵抗ない 一.208*

Q44一番心が和む料理は、おふくろの味だ 一.230**

Q53嫌な思い出のある食べ物はおいしくない 一.232林

有意水準α=0.05

表 21 上位群「食事満足度」と「生活満足度j に負の相関が得られた項目
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生活に必 家の周り 医療・福祉 周辺の交

友人らの 要な情報 余暇を楽 の環境に サービス 通の便に

性生活に 支えに満 をもって しんでい 満足して に満足し 満足して

満足 足 いる る し、る ている いる

Q6日々の食事がおい

一.256**
しい

Q7日々の食事が楽い 一.218*

Q8食べたいものを食

一.221*
べている

Qll日々の食事内容に

一.255**
満足している

Q13食べ物の衛生面が

一.241** 
気になる

Q19食べ物を食べると

一.203*
きは香りにもこだわる

Q29豪華な料理を食べ

.214* 
ると優雅気持ちになる

Q32料理にふさわしい

一.218*
食器が必要である

Q38部屋の明るさを変

えるだけで食事の雰囲 一.200*

気の違いを楽しめる

Q41大勢でにぎやかに

一.204*
食事する事が好き

Q49正しいマナーや姿

一.316**
勢で食事をするべき

有意水準α=0.05

上位群では、「正しいマナーや姿勢で食事をするべき」と「性生活に満足」との聞に

高い負の相闘が認められた(表 21)。その他に「日々の食事が美味ししリと「余暇を楽
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しんでいる」との問、「日々の食事内容に満足」と「生活に必要な'情報を持っている」

との聞に約-0.255の負の相関が認められた(表 21)。

続いて、食事満足度別の正の相関を見る。表 22は、下位群における、「食事満足度」

と「生活満足度」との正の相関である。最も高い正の相関を示したのは、「栄養バラン

スさえよければ満足だ」と「余暇を楽しんで、いる」との問であり、 0.25の相関係数で

あった(表 22)。

表 22 下位群「食事満足度」と「生活満足度」に正の相関が得られた項目

生活に必 家の周り 医療・福祉

人間関係 性生活に 金銭的に 要な情報 3余暇を の環境に サービス

に満足し 満足して 余裕があ をもって 楽しんで 満足して に満足し

ている し1る る し、る いる いる ている

Q8食べたいものを食

.220* 
べている

Q15輸入食品は安全

.222* 
面が不安だ

Q21栄養バランスさ

.250** 
えよければ満足だ

Q23栄養のあるもの

を食べると満たされ

た気分になる

Q24レトルト食品、

.243* 
即席めんは味気ない

Q25外食は手軽に食

.242* 
事できるので良い

Q34食後にコーヒー

等を飲むときが好き

Q45季節ものを一年

.224* 
中味えるとうれしい

ι 
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通の便に

満足して

いる

.211 * 

.244* 
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Q48食欲さえ満たさ

.228* 
れれば満足

Q52食事のときはい

つも体重や体型を気 .213* 

にしている

有意水準α=0.05

中位群では、「一人で気ままに食事をするのが好き」と「周辺交通の便に満足Jとの

聞に正の相関が認められた(表 23)。

表 23 中位群「食事満足度」と「生活満足度Jに正の相闘が得られた項目

性生活に満足 家の周りの環 医療・福祉サー 周辺の交通の

している 境に満足 ピスに満足 便に満足

Q9日々の食事が待ち遠しい .200* 

Q15輸入食品は安全面が不安だ .211** 

Q21栄養バランスさえよければ

.201* 
満足だ

Q42一人で気ままに食事をする

.217** 
ことが好きだ

有意水準α=0.05

上位群では、「騒がしい所であっても食事内容が良ければ問題ないJと「周辺

交通への満足度」との聞に正の相関が認められた(表 24)。このほかに、 「おな

かいっぱいに食べないと気が済まなしリと「金銭的に余裕がある」、 「柔らか

い物や薄味ばかりだと食べた気がしなしリと「余暇を楽しんで、いるJとの聞に

もそれぞれ、約 0.234の正の相関が認められた(表 24)。

表 24 上位群「食事満足度」と「生活満足度」に正の相関が得られた項目

家の周りの環 医療・福祉サ 周辺の交通の

金銭的に余裕 余暇を楽しん 境に満足して ーピスに満足 便に満足して

がある でいる し、る している いる
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Q17食事は何より味が重要だ .205* 

Q25外食は手軽に食事できる

.210* 
ので良い

Q36騒がしい所であっても食

.280** 
事内容が良ければ問題ない

Q50柔らかい物や薄味ばかり

.234** 
だと食べた気がしない

Q51お腹いっぱい食べないと

.230* .213* .210* 
気が済まない

有意水準α=0.05

第 4節 基本的属性と食事満足感との有意差結果

基本的属性のうち、武見らの先行研究に準じ、性別と食事満足感について、

Mann -Whitney検定を用いて有意差を解析した。なお、漸近有意確率(両側)の P値が

P<0.05のときを「有意差あり」とし、結果を表 25'""表 36に示した。

性差の検討において、表 25のとおり男女問では「賞味期限を気にしなしリ「衛生面

が気になるJi輸入食品が不安Ji食事は何より味が重要Ji嫌いな物でも食べるJi食

べ物は香りもこだわるJi栄養バランスさえ良ければ満足Jiカロリーのバランスを意

識Ji豪華な食事は優雅な気分Ji高価であれば満足Ji食器にもこだわるJiごはん&

ミルクの組み合わせでも平気Ji食事マナーを守るJi薄味ばかり物足りなしリ「食事の

際、体型体重を意識するJi嫌な思い出のあるものは嫌いJi悩み事がある時は何もお

いしくなしリ「ゆっくり食事がしたしリで有意な差がみられた。

表 25 男:女聞における食事満足感の有意差

賞味期限が過 食べ物の衛生 輸入食品は安 食事は何より 嫌いなもので 食べ物を食べ

項目
ぎた物でも抵 面が気になる 全面が不安だ 味が重要だ も我慢して食 るときは香り
抗なく食べら べるべきだ にもこだわる
れる

漸近有
意確率 0.002 0.000 0.031 0.036 0.005 0.002 
(両側)
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栄養バランス カロ リーのバ 豪華な料理を 高価な食べ物 料理にふさわ ごはんと牛

項目
さえよければ ランスを意識 食べると優雅 であればそれ しい食器が必 乳、という様
満足だ して食事をし な気持ちにな だけで満足 要である な組み合わせ

ている る でも問題ない
漸近有
意確率 0.000 0.000 0.002 0.002 0.028 0.004 
(両側)

正しいマナー 柔らかい物や 食事のときは 嫌な思い出の 悩み事がある ゆっくりと食

項目
や姿勢で食事 薄味ばかりだ いつも体重や ある食べ物は ときは何を食 事がしたい
をするべき と食べた気が 体型を気にし おいしくない べてもおいし

しない ている く感じない
漸近有
意確率 0.014 0.004 0.020 0.000 0.000 0.000 
(両側)

く0.05で有意差あり

図 3~20 は、性別により 有意差が認められた項目 の 「食事満足感」割合である 。

「賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく食べられる」の項目 では、男性の方が、賞味期

限切れの食べ物に抵抗が少なく、70%以上(["当てはまるJ+ ["どちらかと い うと当て

はまるJ)と なった。一方、女性は、「当てはまるJが 4割程度、「 どちらかと言えば当

てはまる」 を合わせても約 6害IJとなっている。

-当てはまる
どちちでもない

・当てはまらない

Total 

女性

男性

Q12賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく 食べられる

・どちらかというと当てはまる
・どちちかというと当てはまらない

図 3 Q12賞味期限が過ぎた物でも抵抗なく食べられる。回答分布

「食べ物の衛生面が気になるJの項 目では、女性の 41.4%が、「当てはまるJと回答

しており 、男性の 27.2%(["当てはまるJ)を大きく 上回っている(図 4)。
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-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

Total 

女性

男性

Q13食べ物の衛生面が気になる

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

20.9% -・・・E細論腐l

図 4 Q13食べ物の衛生面が気になる。回答分布

輸入食品の安全性については、「当てはまるJでは明確な男女差は認められないが、

「当てはまるJiどちらかというと当てはまる」とを合わせると、女性の方が、「不安」

を感じる割合が高くなっている(64.10/0)(図 5)。

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

Total 

女性

男性

Q15輸入食品は安全面が不安だ

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

21.2% -・・・圃薗蝿

20.5% -・・・・園田輔副
図 5 Q15輸入食品は安全面が不安だ。回答分布

「食事は何より味が重要だ」の項目では、女性の方が男性よりも「当てはまるJiど

ちらかというと当てはまるJの項目が高くなっており、約 6害IJとなっている(図 6)。

Total 

女性

男性

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

Q17食事は何より味が重要だ

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

23.9% 

15.1% - 越線純|
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図 6 Q17食事は何より味が重要だ。回答分布

次に、「嫌いなものでも我慢して食べるJにおいては、男性の方が女性よりも高い

割合を示しており、約 72%となっている(1当てはまるJ+ Iどちらかというと当ては

まるJ) (図 7)。

Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

Q18嫌いなものでも我慢して食べる

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

図 7 Q18嫌いな物でも我慢して食べるべき。回答分布

「香りにもこだわる」の項目では、女性の方が高い割合を示しており、約 68%とな

っている(I当てはまるJ+ Iどちらかというと当てはまるJ)のに対し、男性は、約 58%

に留まっている(図 8)。

Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

Q19食べ物を食べるときは香りにもこだわる

-どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

図 8 Q19食べ物を食べるときは香りにもこだわる。回答分布

「栄養バランスさえよければ満足Jの項目では、女性の方が男性より も割合が高く

「当てはまる」が 5害IJとなっている(図 9)。
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-当てはまる

Total 

女性

男性

どちらでもない
・当てはまらない

Q21栄養バランス さえよければ満足だ

・どちらかという と当てはまる
・どちらかというと当てはま らない

図 9 Q21栄養バラ ンスさえよければ満足だ。回答分布

「カロリーバランスを意識して食事している」では、女性の方が割合が高く、「当て

はまる」の割合は、男性約 3害IJに対し、女性は、 4割以上となっている(グラフ 10)。

-当てはまる

Total 

女性

男性

どちらでもない
・当てはまらない

Q22カロリーのバランスを意識して食事をしている

-どちらかというと当てはまる
・どちらかという と当てはまらない

h ・・・・薗園圃圏直

-・・・圃置盟圃圃圃圃

図 10 Q22カロリーバランスを意識して食事をしている。回答分布

「豪華な料理を食べると優雅な気持ちになるJでは、女性の方が割合が高く、「当

てはまるJIどち らかというと当てはまる」の割合は男性が約 5害IJなのに対し、女性は、

約 66%となっている(図 11)。
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-当てはまる

Total 

女性

男性

どちらでもない
・当てはまらない

QZg豪華な料理を食べると優雅な気持ちになる

-どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

ー同広，- ^~.~:_.. .;ご璽|

図 11 Q29豪華な料理を食べると優雅な気持ちになる。回答分布

「高価な食べ物であればそれだけで満足」の項目では、男性の方が「当てはまるJ

「どちらかというと当てはまる」の割合が高く、女性、 5害1)に対し、男性は、 7割近い

割合となっている(図 12)。

Total 

女性

男性

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

Q31高価な食べ物であればそれだけで満足

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

図 12 Q31高価な食べ物であればそれだけで満足。回答分布

「料理にふさわしい食器が必要であるJの項目では、女性の方が、男性よりも「当

てはまるJIどちらかというと当てはまるJの割合が高く、女性約 68%なのに対し、

男性は、 58%に留まっている(図 13)。

-40・



Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

Q32料理にふさわしい食器が必要である

・どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

--滋績閥

図 13 Q32料理にふさわしい食器が必要で、ある。回答分布

「ごはんと牛乳というような組み合わせでも問題なしリの項目では、男性の方が「当

てはまるJIどちらかというと当てはまる」の割合が高く、約 68%なのに対し、女性

は、約 54%に留まっている(図 14)。

Q33ごはんと牛乳という様な組み合わせでも問題ない

Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

-どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

図 14 Q33ごはんと牛乳という様な組み合わせでも問題ない。回答分布

「正しいマナー」の項目では、男性の方が女性よりも「当てはまる」の割合が高く、

「当てはまるJIどちらかと言えば当てはまる」の割合は、 67%となっている(図 15)
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、マナー宇・姿事与で食事をするべき

・どちらさーというと当て;ままる
・どちらかというと当て:ままらない

Q49正し

な
な

4
〈

v
d
u
p-
つ

ま
で
ま

斗
品

p
つ斗

-
F

て
弘
二
』

当
Y
一当

属

-・・・糊監畠自画Total 

Q49正しいマナーや姿勢で、食事をするべき。回答分布図 15

の項目においても、男性の方が割合が「柔らかい物や薄味だと食べた気がしない」

50%以上となっていの割合は、「どちらかと言えば当てはまる」「当てはまる」高く 。

の項目は、約 37%「どちらかといえば当てはまるJ一方、女性の「当てはまる」る。

に留まっている(図 16)。

Q50柔らかし、物や薄味ばかりだと食べた気がしない

-どちちかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまちない

-・・・圃堕園咽Total 

-・・・・・・・・圃E冨圏圃幽
女性

男性

回答分布Q50柔らかい物や薄味ばかりだと食べた気がしない。図 16

の項目では、女性の方が男性よ「食事のときはいつも体重や体型を気にしている」

の割合が高く、女性では、 62%以

(図 17)。

りも「当てはまるJIどちらかと言えば当てはまるJ

上が、食事中に、体重や体型のことを気にしている

-42・



Q52食事のときはし、つも体重や体型を気にしている

-当てはまる

Total 

女性

男性

どちらでもない
・当てはまらない

-どちらかというと当てはまる
・どちらかというと当てはまらない

21.7% -園田盛綱

-・・・・・圃艦醤櫨

図 17 Q52食事のときはいつも体重や体型をを気にしている。回答分布

「嫌な思い出のある食べ物はおいしくなしリの項目では、女性の方が男性よりも「当

てはまる」の割合が高く、 24ポイント以上も高くなっている(図 18)。

Q53嫌な思い出のある食べ物はおいし くない

Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

-どちらかという と当てはまる
・どちらかという と当てはま らない

ー・・圃極通園

-・・・・・・薗歯園自

図 18 Q53嫌な思い出のある食べ物はおいしくない。回答分布

「悩み事がると何を食べてもおいしく感じなしリの項目でも女性の方が「当てはま

る」の割合が高くなっており、男性の「当てはまる」の割合が 31.2%であるのに対し、

49.7%の女性が「当てはまるJ と回答している(図 19)。
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Q54悩み事があると何を食べてもおい しく感 じない

Total 

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

女性

男性

-どちちかという と当てはまる
・どちらかという と当てはまらない

16.2% 

-・・・睡調園

図 19 Q54悩み事があると何を食べてもおいしく感じない。回答分布

最後に「ゆっくりと食事がしたしリの項目においても「当てはまるJの割合が女性

の方が高くなっており、男性の「当てはまるJは 29.1%に留まっている(図 20)。

Total 

女性

男性

-当てはまる
どちらでもない

・当てはまらない

Q55ゆっ くりと食事がしたい

・どち らかという と当てはまる
・どちらかという と当てはまらない

図 20 Q55ゆっくりと食事がしたい。回答分布

BMI差の検討、低体重と肥満(1度)においては、表 26のとおり「賞味期限を気にし

ないJI香りにもこだわるJI食器にもこだわるJI食後のコーヒーのひとときが好き」

「ゆっくり食事がしたしリで有意な差がみられた口

表 26 低体重:肥満(1度)聞における食事満足感の有意差

賞味期限が過ぎ 食べ物を食べる 料理にふさわし 食後にコーヒー ゆっくりと食事
項目 た物でも抵抗な ときは香りにも し、食器が必要で 等を飲むひとと がしたい

く食べられる こだわる ある きが好きだ

漸近有
意確率 0.020 0.019 0.019 0.041 0.001 
(両側)

く0.05で有意差あり
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低体重と肥満(2度)においては、表 26のとおり「食べ物の見た目も気にするJr嫌い

な食べ物でも食べるJr食事にはお金をかけたくなしリ「一人で気ままに食事したいj

「テレビ等ながら食べが好きJr嫌な思い出のある食べ物は嫌しリ「悩み事があると食

べ物がおいしくなしリで有意な差がみられた。

表 27 低体重:肥満(2度)聞における食事満足感の有意差

食べ物の見 嫌いなもの 食事にはで 一人で気ま テレビや雑 嫌な思い出 悩み事があ
た目が気に でも我慢し きる限りお まに食事を 誌等を見な のある食べ るときは何

項目 なる て食べる 金をかけた することが がら食事を 物はおいし を食べても
し、 好きだ するのが好 くない おいしく感

き じない
漸近有
意確率 0.027 0.036 0.017 0.050 0.016 0.013 0.011 
(両側)

く0.05で有意差あり

年代差の検討、表 28のとおり 20代と 30代においては、「食べたいものを食べてい

るJr食事は手軽に済ませたいJr豪華な食事を食べると優雅な気分Jr一人で食事しで

も満足できる」で有意な差がみられた。

表 28 20代:30代聞における食事満足感の有意差

項目
食べたいものを食べ 食事は手軽に済ませ 豪華な料理を食べると 一人で気ままに食事 l

ている たい 優雅な気持ちになる をすることが好きだ

漸近有
意確率 0.013 0.041 0.012 0.022 
(両側)

く0.05で有意差あり

20代と 40代においては表 29のとおり「栄養のあるものを食べると満足Jr食事に

お金をかけたしリ「豪華な食事をすると優雅な気分Jr料理の並べ方にもこだわる」で

有意な差がみられた。

表 29 20代:40代聞における食事満足感の有意差

栄養のあるものを食 食事にはできる限り 豪華な料理を食べると 料理の並べ方を気に|
項目 べると満たされた気 お金をかけたい 優雅な気持ちになる する

分になる

漸近有
意確率 0.030 0.003 0.047 0.023 
(両側)

く0.05で有意差あり

20代と 50代においては表 30のとおり「食べたいものを食べている」で有意な差が
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みられた。

表 30 20代:50代聞における食事満足感の有意差

項目

漸近有意確
率(両側)

く0.05で有意差あり

食べたいものを食べている

0.048 

20代と 60代においては表 30のとおり「食べたいものを食べているJr豪華なもの

を食べると優雅な気分Jr薄味ばかりだと食べた気がしなしリ「お腹いっぱい食べない

と気が済まないJrゆっくり食事がしたしリで有意な差がみられた。

表 31 20代:60代聞における食事満足感の有意差

食べたいものを 豪華な料理を食 柔らかい物や薄味 お腹いっぱい ゆっくりと食
項目 食べている べると優雅な気 ばかりだと食べた 食べないと気 事がしたい

持ちになる 気がしない が済まない

漸近有
意確率 0.022 0.035 0.003 0.043 0.015 
(両側)

一一 L

く0.05で有意差あり

年代別の食事満足度を武見らの先行研究 10)に準じ、ノンパラメトリック検定の

Kruskal-Wallisの検定を行った。「食事満足感」において、年代別の検定で有意差が認

められた項目は、「食事にはお金をかけたくなしリ 「料理の並べ方を気にするJ r柔ら

かい物や薄味ばかりだと食べた気がしないJ r悩み事があるときは何を食べてもおい

しく感じなしリ 「ゆっくりと食事がしたしリの 5項目で、あった(表 32)。

表 32 年代別食事満足感の有意差

柔らかい物や 悩み事があると

食事にはお金 薄味ばかりだ きは何を食べて

をかけたくな 料理の並べ方 と食べた気が もおいしく感じ ゆっくりと食

し、 を気にする しない ない 事がしたい

漸近有意確

.025 .012 .036 .048 .023 
率(両側)

<0.05で有意差あり
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い、有意水準 0.05 以下となった項目について、以下に検討する(図 21~25)。

「食事にはお金をかけなくなしリの項目では、「当てはまるJIどちらかといえば当

てはまる」の合計割合が一番多かったのは、 40代であり、約 68%が、次いで 60代の

約 61%であった。特に、 40代は、「当てはまる」の割合が一番高く、半数以上が「当

てはまる」と回答している。一方、低い割合は、 30代であり、「どち らかというと当

てはまらないJI当てはまらなしリの合計割合は、約 30%となっている(図 21)。

-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない

1-.ーー一一ー-
Total 

60代

50代

40代

30代

20代

Q30食事にはお金をかけた くない

-どちらかというと当てはまる

・どち らかという と当てはま らない

ロ~皇 ・鵬凪a由圃lIIiII園田・巨費

盟主盤

-・・・・E謹盤醤圃

図 21 Q30食事にはお金をかけたくない。回答分布

「料理の並べ方を気にする」の項目では、「当てはまる」の割合は 40代で最も高く、

47.2%であった(図 22)。一方、「料理の並べ方」に無頓着なのは、 60代であり、「当て

はまらなしリは 27.8%であった。
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-当てはまる

どちらでもない

量当てはまらない

Total 

60代

50代

40代

30代

20代

Q35料理の並べ方を気Lこする

-どちらかというと当てはまる

・どちらかというと当てはまらない

図 22 Q35料理の並べ方を気にする。回答分布

「柔らかい物や薄味ばかりは食べた気がしなしリの項目では、 50代で、「当てはま

る」の割合が高くなるが、若い年代ほど「当てはまるJIどち らかと い うと当てはまる」

が多くなる傾向にある(図 23)。

Q50柔らかし、物や薄味ばかりは食べた気がしない

-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない

Total 

60代

50代

40代

30代

20代

-どちらかという と当てはまる

・どちらかというと当てはまらない

28.7" 

% E・E ・-・・・樋盤戦型

昌弘盟主

2丘Z

図 23 Q50柔らかい物や薄味ばかりは食べた気がしない。回答分布
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「悩み事があるときは、何を食べても美味しく感じなしリの項目では、 40代が著し

く高く「当てはまらなしリは 0%であった。一方で、 20代の割合は相対的に低い傾向

にあることが認められた(図 24)。

-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない
し一一一一

Total 

60代

50代

40代

30イモ

20代

Q54悩み事があると何を食べて もおいしく ない

・どちちかというと当てはまる

・どちらかというと当てはまらない

22，fl: 

-・・・・E時霊調

図 24 Q54悩み事がある時は何を食べてもおいしくない。回答分布

/ リ

% 

「ゆっくりと食事がしたしリの項目では、 50代が最も高く、「当てはまる」が 53.6%

であった。しかし「どちらかというと当てはまる」を含めると、 60代が最も高くなっ

ており約 74%、次いで、 40代約 71%であった(図 25)。

-当てはまる

・どちらでもない

・当てはまらない

Total 

60代

50代

40代

30代

:20代

」一一-

Q55ゆっくりと食事がしたい

-どちらかというと当てはまる

・どちらかというと当てはまらない

19.2% 

29.4% 

図 25 Q55ゆっくりと食事がしたい。回答分布
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職種間差の検討。表 33のとおり営業職と事務職においては「日々の食事が待ち遠し

しリ「嫌いな食べ物でも食べるJi大勢でにぎやかに食事をすることが好き」で有意な

差がみられた。

表 33 営業職:事務職聞における食事満足感の有意差

項目 日々の食事が待ち遠しい
嫌いなものでも我慢して 大勢でにぎやかに食事する

食べる 事が好き

漸近有
意確率 0.016 0.015 0.014 
(両側)

<0.05で有意差あり

営業職と技術職においては表 34のとおり「日々の食事がおいししリ「食事は香りに

もこだわるJi悩みがある時は食べ物がおいしくなしリ「ゆっくり食事がしたしリで有

意な差がみられた。

表 34 営業職:技術職聞における食事満足感の有意差

日々の食事がおいし 食べ物を食べるとき 悩み事があるときは何 ゆっくりと食事がし
項目 し、 は香りにもこだわる を食べてもおいしく感 たい

じない

漸近有
意確率 0.021 0.001 0.001 0.002 
(両側)

く0.05で有意差あり

職種別の食事満足度を武見らの先行研究 10)に準じ、ノンパラメトリック検定の

Kruskal-Wallisの検定を行った(表 35)。職業別に有意差が認められたのは、「日々の

食事が待ち遠ししリ「食べ物を食べるときは香りにもこだわるJi柔らかい物や薄味ば

かりだと食べた気がしないJi悩み事があるときは何を食べてもおいしく感じないJiゆ

っくりと食事がしたしリの 5項目であった(表 35)。
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表 35 職業別による食事満足感の有意差

柔らかい物や 悩み事がある

食べ物を食べ 薄味ばかりだ ときは何を食

日々の食事が るときは香り と食べた気が べてもおいし ゆっくりと食

待ち遠しい にも こだわる しない く感じない 事が したい

漸近有意確
.021 007 .035 .010 .001 

率 (両側)

く0.05で有意差あり

有意水準 0.05 以下となった項目について、以下に検討する(図 26~34)。

これらのうち、「その他Jに該当する職業では、「日々の食事が待ち遠ししリ「柔らか

し、物や薄味ばかりの食事だと食べた気がしなしリの項目で、の「待ち遠しし¥J Iどち ら

かというと待ち遠ししリ「当てはまる、「どち らかというと当てはまる」の割合が高く

なっている。

-待ち遠しい

どちらでもない

・待ち遠しくない

営業系

事務系

技術職系

その他

Tota! 

Qg日々 の食事が待ち遠しい

-どちらかという と待ち遠しい

・どちらかという と得ち遠し くない

--錨醐

-・・・鴎種融偏

図 26 Q9日々の食事が待ち遠しい。回答分布
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-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない

営業系

事務系

技術職系

その他

Total 

Q19食べ物を食べるときは香りにもこだわる

-どちらか主いうと当てはまる

・どちらか左いうと当てはまらない

図 27 Q19食べ物を食べるときは香りにもこだわる。回答分布

-当てはまる

どちちでもない

・当てはまらない

営業系

事務系

技術職系

その他

Total 

Q50柔らかし、物薄味ばかりだと食べた気がしない

-どちらかと いう と当てはまる

・どちらか2というと当てはまらない

. 儀翻劇

-・・E穂国閣

-・・・E織誕鋪

図 28 Q50柔 らかい物や薄味ばかりだと食べた気がしない。回答分布
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-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない

営業系

事務系

技術職系

その他

Total 

Q54悩み事があるとき何を食べて もおいし くない

-どちらか左いう左当てはまる

・どちらかというと当てはまらない

図 29 Q54悩み事がある時は何を食べてもおいしくない。回答分布

-当てはまる

どちらでもない

・当てはまらない

営業系

事務系

技術職系

その他

Total 

Q55ゆっくりと食事が したい

ーどちらか左 いう左 当てはまる

・どちらか主 いうと 当てはまらない

-・・・薗幽薗幽

-・・・画趣歯菌瞳臨器

22.1% 

図 30 Q55ゆっくりと食事がしたい。回答分布

婚姻状況による差の検討においては表 36のとおり未婚と既婚(配偶者あり 、子あり)

においては「食べ物の見た目にもこだわるJIバラ ンス栄養食品は手軽に栄養補給出来

て良いJI流行している食べ物は一度食べてみたいJで有意な差がみられた。
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表 36 未婚:既婚(配偶者あり、子あり)聞における食事満足感の有意差

項目
食べ物の見た目が気 バランス栄養食品は手軽 流行している食べ物は一度

になる に栄養補給出来て良い 食べないと気が済まない

漸近有
意確率 0.037 0.009 0.015 
(両側)

く0.05で有意差あり

既婚(配偶者あり、子あり)と既婚(配偶者あり、子なし)においては表 37のとおり「食

べ物の見た目もこだわるJrバランス栄養食品は手軽に栄養補給出来て良い」で有意な

差がみられた。

表 37既婚(配偶者あり、子あり):既婚(配偶者あり、子なし)聞における食事

満足感の有意差

項目
食べ物の見た目が気になる バランス栄養食品は手軽に栄養補給

出来て良い

漸近有
意確率 0.022 0.017 
(両側)

<0.05で有意差あり

第 5節 基本的属性と幸福感との有意差について

基本的属性のうち、武見らの先行研究に準じ、性別と食事満足感について、

Mann -Whitney検定を用いて有意差を解析した。これによると、性別による有意差が

認められた項目は「住居には満足しているJr現在の健康状態は良好だと思う Jr安心

して暮らしているJr現在のあなたは幸福だと思いますか」の 4項目で有意差が認めら

れた(表 38)。

表 38 性別による幸福感関する有意差

Q58住居に満足 Q60健康状態は Q65安心して暮 Q内在、幸福|
項目

している 良好だと思う らしている だと思う

漸近有意確

.033 .002 .012 .012 
率(両側)

L.. 

く0.05で有意差あり
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有意差が認められた項目の割合は以下のとおりである(図 31・34)0I住居に満足して

し1るJI現在の幸福感」の項目において女性の方が満足度、幸福度が高く、男性では、

「現在の健康状態JI安心感」の項目で、肯定感が高くなっていることがわかる。

Total 

女性

男性

-満足している

どちらでもない

・不満である

Q58住居に満足している

-どちらかというと満足している

・どちらかというと不満である

20.1% -・鴎鶴組

-・画櫨融商

図 31 Q58住居に満足している。回答分布

Q60健嘆状態、は良好だと思う

-良い ・どちらかというと良い どちらでもない・どちらかという と悪い ・悪い

Total -圃醐

女性

男性 22.5% 

図 32 Q60健康状態は良好だと思う。回答分布
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Q65安心して暮らしている

-安心である -どちらかというと安心 どち らでもない

-どちらかというと不安 ・不安である

Total 

女性

男性

Total 

女性

男性

20.1% -・E鱒醐

図 33 Q65安心して暮らしている。回答分布

-幸福である

どちらでもない

・不幸である

Q67現在、幸福だと思う

-どちらかというと幸福である

・どちらかというと不幸である

EE睡輯

-・・蹴
図 34 Q67現在幸福だと思う。回答分布

続いて、年代別の幸福感を武見らの先行研究 10)に準じ、ノンパラメトリック検定の

Kruskal羽Tallisの検定を行った。年代により、有意差が認め られた項目は、「地域ボ

ランティア等、社会参画している」の項目のみであった(表 38)。

なお、職業別においても、 Kruskal-Wallisの検定を行ったものの、幸福感に関す

る項目で有意差が認められる項目は認められなかった。
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「地域ボランティアなどの社会参加」については、 50代、 60代でしている割合(Iし

ているJIどちらかといえばしているJ)が低く、特に 60代では、 4害IJに満たない。他

方で、「している」の割合は 30代が最も高い。地域ボランティアなどの社会参加につ

いては、 40代以下の年代層でいずれも 5害IJを超えており(IしているJIどちらかとい

うとしているJ)、現役世代、若年層の世代における活動が顕著といえる(図 35)。

Total 

60代

50代

40代

30代

20代

表 38 年代別による幸福感関する有意差

地域ボランティア

等、社会参画してい

る

漸近有意確率(両側) .001 

く0.05で有意差あり

Q63 年代別社会参加

-している

どちらでもない

-していない

・どちちかというとしている

・どちらかというとしていない

E 盛盤藤盛艦遡雌給付2a重型車 一-

19.0'生

図 35 Q63年代別社会参加。回答分布

第 6節 基本的属性と生活満足度との有意差について

生活満足度についても、先の食事満足感、幸福感同様、性別については、武見ら

の先行研究 10)に準じ、性別と生活満足度について、 Mann-Whitney検定を、年代、職

業においては、 Kruskal-Wallisの検定を行った。

まず、「生活満足度」と性別について、優位差が認められた項目は「友人らの支えに
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満足している」の 1項目のみで、あった(表 39L I友人 らの支えに満足している」の項

目では、男性よりも女性の方が、満足している割合が高くなっている。女性の方が、

男性に比べ、コミュニケーション能力にたけている傾向がるとされるが、本結果も、

女性の方が、相互互助的な人間関係を構築していることが、表れていると言える(図

36)。

表 39 性別による幸福感関する有意差

友人らの支えに満 l

足している

漸近有意確率(両側) .012 

く0.05で有意差あり

Q70 性別 × 友人の支 え

ー満足している ・どちら かと いう と満足している

どちらでもない ・どち ら かと いう と不満で ある

嗣不満で ある

Total -・臨機鱒瞬

女性

男 f生

図 36 Q70性別別友人の支え。回答分布

次に、年代別の有意差を見ると、有意差が認められたのは、「医療・福祉サービスに

満足しているJ1項目 のみであった(表 40)0 I医療 ・福祉サービス満足度」では、 50

代が最も満足度が低くなっており、他の年代が 5割以上満足している(I満足しているJ

「どちらかというと満足J)割合が低くなっており、 40代以下の年代で、年代が若く

なるほど、満足している割合が高くなる傾向が認め られる(図 37)。
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Total 

60代

50代

40代;

30代

zo代

表 40 性別による幸福感関する有意差

医療 ・福祉サービスに満足

している

漸近有意確率(阿保IJ) .046 

グラ 735 年代 ×医療・福祉サービス満足度

-満足している

どちらでもない

・不満である

12.3 

-どちちかというと満足している

・どちらかというと不満である

も 圃圃圃圃圃圃E 童童話也蝋15.4% 

14.8% 圃圃圃圃圃圃圃園町諸制蝿ヨ

15.7% 圃圃圃圃圃圃圃圃圃略盛歯割闘

18.3% -議鱗療機当

主豆畠9%

図 37 年代別医療福祉サービス満足度。回答分布
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第 7章考察

第 1節 基本的属性に関する考察

21世紀における国民健康づくり運動(健康日本 21)や日本人の食生活指針では、肥満

や生活習慣病予防のために、健康によい食生活を実践することが課題であるとしてお

り、食事の栄養バランスをよくすること、また、児童においては食育として食に親し

む教育がなされており、国民全体が食事をする楽しみを感じさせる取り組みが国策と

し行われている 9)。この背景には、コンビニエンスストア等で販売される調理済み食

品や弁当、ファストフードなどの利用が増大したこと、男女雇用機会均等法によって、

共働き世帯が増加し、家庭内で手作りの食事をする時聞がなく、外食等で食事を簡便

に済ませられること、一人暮らし世帯や子どもの孤食化が進み、国民が食べることの

楽しみを見いだせなくなってきていることにある 21)。

そこで本研究では、勤労者における食事満足感と幸福感・生活満足度との関連を明

らかにすることを目的とした。

本研究では、男性 206名(53.2%)、女性 181名(46.8%)、合計 387名のデータが回収

でき、男女比は理想的な割合に近い結果となった。

年代に関しては、 20代が 102名(26%)、30代が 120名(31%)、40代が 53名(17%)、

50代が 58名(15%)、60代が 54名(14%)となり、若い層が多い結果となった。体格に

関しては、平均身長は 163.7cm、平均体重は 59.6kg、平均BMIは22.4となった。本

研究で得たデータに限定した場合、 BMIも最も疾病率が低いとされる 22付近ととな

っており、理想的な体格となっている。これには、昨今の健康志向、健康食品、有機

食品ブームによるもので、健康食品やカロリーを意識したダイエット、適度な運動に

よるもの、若者世代に喫煙や飲酒を控えるなどの生活習慣が改善されたためであると

考えられ、若年層の生活習慣に関する先行研究と一致する 17)。

本研究の対象者の職種は、半数が営業系(49.6%)であり、営業系と事務系(33.6%)を

合わせると 8割を占める。残りは技術系(9.6%)の職種で、あった。婚姻状況に関しては、

未婚が 141名(36.4%)、既婚は 246名(63.60/0)となり、既婚者については、配偶者及び

子の有無に関しでも調査した。この結果、既婚(配偶者あり、子ありが 106名(27.4%)、

既婚(配偶者あり、子なし)が 90名(23.3%)、既婚(配偶者なし、子ありが 23名(5.9%)、
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既婚(配偶者なし、子なし)が 27名(7.0%)となった。未婚の割合が多くなったが、本研

究では対象者に 20代、 30代と若い層が多かったことと、首都圏における 20代、 30

代男女の晩婚化が進んだためと考えられる。また、配偶者及び子の有無に関しては、

近年の少子高齢化社会、離婚の増加などを反映し、核家族化、死別などが原因の世帯

構成にみる家庭環境の複雑化が影響したためと考えられる。若年層の婚姻状況に関す

る先行研究と一致する 3)。

第 2節 食事満足感と幸福感・生活満足度との関連に関する考察

食生活は健康の維持・増進や疾病予防の基本であるとともに、生活の質と関係の深

いものである 7)。ライフスタイルの多様化が進む中で、朝食の欠食、野菜の摂取不足、

脂肪エネノレギー比の割合が高いなど食生活に関する様々な問題が挙げられている。。

食事は食品の選択、料理の組み合わせ、食べ方などによって、健康状況に大きく影響

することから健康的な生活を送る上で重要な役割を担っている 8)。

そこで、本研究においては「食事満足感」と「幸福感」および「生活満足度」の問

の相関性を調査したところ、食事に満足している人は、「幸福感」および「生活満足度」

においても満足しており、全体的に相関傾向を認めた。特に、食事に満足していない

場合は、「安心して暮らしている」、「健康状態は良好だと思う」、「現在の収入に満足し

ている」、などを不満に感じており、派遣社員、アルバイト職員などの非正規雇用が増

加している社会環境のなかで、賃金低下に伴い、将来に不安に感じているための格差

社会が背景にあるための「経済性」因子を認めた。これは金子の先行研究と一致する

2)。なお、収入面において低所得となる場合、高額な医療サービスを受けることが難し

くなることからも、「健康性」因子として「医療・福祉サービスに満足している」に負

の相関性を確認、した。また、食事満足度の調査項目のうち「嫌いなものでも我慢して

食べる」、「栄養バランスさえよければ満足だ」、「市販の調理済み食品でもおいしい」

などの点から食生活への意識、興味が低いようにみえた。

また、現在の食事に満足している場合においては、日々の食事がおいしい、日々の
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食卓の雰囲気がよいと回答した男女が幸福感や生活満足度の項目でも良いという傾向

を認め、特に、幸福感のうちの「現在、幸福だと思う J、「住居に満足している」、「健

康状態は良好だと思う Jなどに満足しており、生活満足度においては、「余暇を楽しん

でいるJ、「人間関係に満足している」、「性生活に満足している」においても満足して

いることがわかった。このことは、日常生活において「人間環境」因子が充実してい

ることを示唆している。これは金子の先行研究においても読みておれる事象である 2)。

このような食物摂取と人間の心理に着目した先行研究はなされており、金子らによっ

てどのような食が精神的満足感を高めるのか検討され、本研究と同様の結果となった

2) 。

本研究の結果は、竹田が実施した妥当性の検討7)において、主観的QOLと心の健康、

活力、生きがい感との関連を検討し、正の相関があることを報告したものと同様の結

果が得られた。また、武見は自身が作成した高齢者における食行動・食態度の積極性

尺度の下位尺度である食事満足度を含む総括的評価と高齢者の幸福感を測定する

PGCモラールスケーノレ(PhiladelphiaGeriatric Center Morale Scale)に正の関連があ

ることを示している 8)。本研究においても、先行研究と同様に生活全体の QOLを表す

概念の一部として考えられる幸福感と生活満足度が主観的 QOLと関連することを示

した。この結果から、本研究において主観的 QOLの基準関連の妥当性が得られた。

また、本研究から男女の各質問に対してのスピアマン相関行列より、有意水準が α

=0.05において、相関関係が見られたことから、食事満足感と幸福感・生活満足度が

関連していることが明らかになった。食事満足感と幸福感と生活満足度が関連してい

る事が明らかになったのは、表 11から 14までの行列において、男女の問5(婚姻状況)、

問 10(日々の食卓の雰囲気)、問 56(収入満足)、問 58(住居満足)、問 67(幸福感)、問 72(生

活情報)の集計結果から、食事について満足していると回答した男女は、幸福感が高い

という傾向にあり、生活満足度も高い傾向を示した。

また、男女の各質問に対してのスヒ。アマン相関行列より、有意水準が α=0.05にお

いて、問 10(食卓雰囲気)、問 57(仕事満足)、問 67(幸福感)の項目に相関関係が見られ
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たことから、食事満足感と幸福感・生活満足度が関連していることが示された。

男性においては、「問 7食べたい物を食べていますか。J["間 8日々の食事は待ち遠し

いですか。J["問 9日々の食卓の雰囲気は良いですか。」というそれぞれの質問に対して、

「問61友達などのコミュニティはありますか。」には負の相関がみられたが、「問24外

食は手軽に食事ができて良いと思う。」、「問 28豪華な料理を食べると、優雅な気持ち

になる。」、「間 30高価な食べ物であれば、それだけでも満足だ。」、「問 32パンとお茶、

ごはんと牛乳という様な組み合わせでも平気だ。」としづ項目において、正の相関がみ

られた。このことから、人間関係が多いほど、自分の好きなものを食べていない傾向

にあるが、自分の好きなものではないものの、外食や高価なものを食べることで、そ

の満足感を得ている傾向が認められた。

さらに、「問 68性生活に満足しているか。」については、「問 42好きなテレビ番組

や雑誌等を見ながら食事をするのが好きだ。J、「問 43一番心の和む料理は、お袋の味

だと思う。J、「問 44夏の味覚を冬にも味わう事ができるとうれしい。」との項目には負

の相闘があったが、「問 51食事のときは、いつも理想体型や体重の事を意識している。J

「問 52嫌な思い出のある食べ物は、おいしく感じない。Jという項目には正の相関が

みられることから、食生活の満足度と性生活の満足度には逆の傾向がみられた。

一方、女性においては「問 65現在の生活に満足していますか。」としづ項目に対し

て、「問 211日の消費エネルギーとのバランスを意識して食事をしている。」、「問 22栄

養のあるものを食べると、満たされた気分になる。J、「問 26市販の調理済み食品や半

調理済み食品にはおいしいものが多いと思う。」、「問 27食べる事にはできるだけお金

をかけたい。」の項目は負の相闘があった。このことから、生活の満足度と食べ物への

意識は逆の傾向にあることが分かつた。

つまり、生活の満足度が高い女性は、日ごろの食事の内容を気にせずに摂取してい

ることが分かる。また、「問 70金銭的に余裕がありますか。」という質問に対しては、

「問 52嫌な思い出のある食べ物は、おいしく感じなしリ、「問 53悩み事があるときは、

何を食べてもおいしく感じない。」に正の相関がみられ、「問 54ゆっくりと食事をした
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いと思う。」という項目には負の相関がみられた。この結果から、金銭的な余裕のある

場合、仕事などで食事の時間を割くことができず、ゆっくりとした食事が妨げられて

いると考えられる。以上のことから、「経済性j因子および「人間環境」因子として満

足しているが、食生活は満足していないこともがあることが示された。

先行研究として、金子らの報告によると 2)、男子高校生、大学生男子、社会人男性

において、それぞれ「ファッション・グルメ性」、「ファッション性」、「グルメ性Jの

因子が顕著に表れるとし、社会人男性においては、「食文化性」の価値観を重要視して

いると考察している。本研究において、社会人男性の「食文化性j を見出すことはで

きなかったが、金子らの論文は 1998年のバブル経済時期に発表されたもので、それ

以降は、バブル経済の崩壊、リーマンショックによる長期不況などにより、日本圏内

の食生活、生活環境は 15年間大きく変化したことによると考えられる。

第 3節 基本的属性と食事満足感との有意差に関する考察

男女間では「賞味期限を気にしなしリ「衛生面が気になるJi輸入食品が不安Ji食事

は何より味が重要Ji嫌いな物でも食べるべきJi食べ物は香りもこだわるJi栄養ノ〈ラ

ンスさえ良ければ満足Jiカロリーのバランスを意識Ji豪華な食事は優雅な気分Ji高

価であれば満足Ji食器にもこだわるJiごはん&ミルクの組み合わせでも平気Ji食事

マナーを守るJi薄味ばかり物足りなしリ「食事の際、体型体重を意識するJi嫌な思い

出のあるものは嫌しリ「悩み事がある時は何もおいしくなしリ「ゆっくり食事がしたい」

で有意な差がみられた。

以上の事から「食事満足感」の項目における性別による特徴は、女性の方が、「食事

には香りも気になるJi料理にはふさわしい食器を使うべきJなどの項目で高い割合を

示しており、食事そのものに対するこだわりが高いこと、「賞味期限切れの食べ物」や

「食べ物の衛生面を気にする」といった食の安全に対するこだわりが高いという考え

られる。女性は、食にこだわる一方で、、体重や体型について気にかけたり、「嫌な思い

出のある食べ物は美味しく感じなしリ「悩み事がると何を食べてもおいしく感じない」

などで高い割合を示していることから、食事に関する考慮要素としては、食品の「味」

や「香川といった純粋に食に関する要素のほか、食事以外の要素も関与していると
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考えられる。中でも、女性は、精神的な影響を受ける傾向が高いと言える。一方、食

器にこだわる反面、食事のときのマナーや姿勢にはあまりこだわらないとしヴ特徴も

認められる。

男性は、「嫌いなものでも我慢して食べるべき」や「ごはんと牛乳という様な組み合

わせでも問題なしリなどの項目で「当てはまるJrどちらかと言えば当てはまる」の割

合が高く、食に対する柔軟な姿勢が認められる。また、「ゆっくりと食事をしたしリの

項目では、男性の割合が低かったが、これは、仕事などで、時間的余裕の少ない男性

側の事情を反映したものと考えられる。「柔らかい物や薄味だと食べた気がしなし、」で

は、男性の方が割合が高く、男性の方が、歯ごたえや味付けについて、しっかりした

ものを好む傾向が認められる。

しかし、男女とも「輸入食品を食べるのは、安全面で不安で、ある」の項目では、「当

てはまる」の割合に大きな相違は認められず、男女とも一定の割合で、輸入食品に対

する安全性を気にしていると考えられる。

BMIによる差では、低体重と肥満(1度)においては、「賞味期限を気にしなしリ「香

りにもこだわるJr食器にもこだわるJr食後のコーヒーのひとときが好きJrゆっくり

食事がしたしリで有意な差がみられた。低体重と肥満(2度)においては、「食べ物の見

た目も気にするJr嫌いな食べ物でも食べるべきJr食事にはお金をかけたくなしリ「一

人で気ままに食事したいJrテレビ等ながら食べが好きJr嫌な思い出のある食べ物は

嫌いJr悩み事があると食べ物がおいしくなしリで有意な差がみられた。

以上の事から、肥満体系の人は食に対するこだわりが高い事が考えられる。また、

孤食ゃながら食べが好きだという人は肥満度が高いことから、社会的要因が大きく関

与していることが考えられる。

年代別の差では、「食事にはお金をかけたくなしリ「料理の並べ方を気にするJr柔ら

かい物や薄味ばかりだと食べた気がしないJr悩み事があるときは何を食べてもおいし

く感じなしリ「ゆっくりと食事がしたしリで有意な差がみられた。

以上の事から年代差の特徴としては、「食事には必要以上にお金をかけたくないJr悩

み事があると何を食べても美味しく感じなしリの項目で 40代が顕著に高いという点が

挙げられる。 40代は、会社では、中間管理職などストレスの多い職場環境にいること
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が多く、また、子育て、教育費、住宅ローンなど経済的にもストレスが大きい世代で

あり、それが、食事満足度にも反映されていると考えられる。

職種別の差では、「日々の食事が待ち遠ししリ「食べ物を食べるときは香りにもこだ

わるJI柔らかい物や薄味ばかりだと食べた気がしなしリ「悩み事があるときは何を食

べてもおいしく感じなしリ「ゆっくりと食事がしたしリで有意な差がみられた。

事務系は、「日々の食事が楽しみ」の項目で相対的に「当てはまる」の割合が低くな

っており、食への関心が低いと考えられるが、「悩み事があると何を食べても美味しく

感じない」では、営業職についで、、「当てはまる」の比率が高くなっており、日ごろの

ストレスが食生活に影響を与えやすい職種と考えられる。

技術系において「当てはまるJIどちらかといえば当てはまるJの割合が著しく低か

った項目は、「食べ物を食べるときには、香りにもこだわるJI悩み事があるときは、

何を食べてもおいしく感じなしリ「ゆっくりと食事をしたしリの 3項目で、あった。技術

系は食事に対する期待感は認められるが、精神状態や香りなど「味」以外の要素をあ

まり重視しない点が特徴としてあげられる。

営業職については、「悩み事があると何を食べても美味しく感じなしリ「ゆっくりと

食事をしたしリの項目で「当てはまるJIどちらかと言えば当てはまるjの割合が高く

なっている。営業職は、日ごろ、業績等へのストレスが高く、食への影響が大きくな

ると考えられる。他方で、一般的に多忙な職種から「ゆっくりした食事Jへの要望が

高くなっていると考えられる。

婚姻状況による差の検討においては、未婚と既婚(配偶者あり、子あり)においては「食

べ物の見た目にもこだわるJI流行している食べ物は一度食べてみたい」で有意な差が

みられた。既婚者は食事を家族団らんで過ごすことが考えられ、見た目にもこだわっ

たり、流行している食べ物を食べることにより、家族の会話やコミュニケーションが

図られていることが考えられる。
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第 4節 基本的属性と幸福感・生活満足度に関する考察

性別による有意差が認められた項目は「住居に満足しているJr現在の健康状態は良

好だと思う Jr安心して暮らしているJr現在のあなたは幸福だと思いますか」の 4項

目で有意な差が認められた。

女性の方が長い時間家庭にいることが考えられるが、今回の結果では女性の方が安

心して暮らしていて、幸福感も高かった。世帯主がきちんと定職につき安定した収入

があることが今回の結果につながったことが推察される。

年代により、有意差が認められた項目は、「地域ボランティア等、社会参画している」

の項目のみで、あった。

今回の結果では、 20代 30代の若い世代の方が地域ボランティア等に参加してい

る傾向となった。最近の企業における CSR推進活動等が若年層に浸透していることが

考えられる。

なお、職種別においては、幸福感に関する項目では有意差は認められなかった。

生活満足度と性別について、優位差が認められた項目は「友人らの支えに満足して

いる」の 1項目のみであった。 r友人らの支えに満足している」の項目では、男性よ

りも女性の方が、満足している割合が高くなっている。女性の方が、男性に比べ、コ

ミュニケーション能力にたけている傾向があると考えられ、相互互助的な人間関係を

構築していることが表れていると推察される。

年代別の有意差を見ると、有意差が認められたのは、「医療・福祉サービスに満足し

ているJ1項目のみで、あった。 r医療・福祉サービス満足度」では、 50代が最も満足

度が低くなっており、 40代以下の年代で、年代が若くなるほど、満足している割合が

高くなる傾向が認められる。若年層は医療・福祉サービスを受ける機会が少ないこと

が影響していると考えられる。

衣食住が、人間の基本的欲求であることからすれば、そのうちの一つで、ある「食生

活」に対する満足感を、基本的属性で検討しでも幸福感や生活満足度とリンクするこ

とが考えられる。更に、食事満足感は、年代により相違があり、どの年代も「食事を

楽しめるJょう配慮することが重要である。特に、リタイアした後は、社会的つなが

りをし、かにして構築するかが、生活満足を向上させる一つの鍵で、あり、一方で、食事
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満足感の向上が、生活満足度や幸福感との相関があることから考えると、リタイア後

の高齢者らが、食を通して、何らかの社会的つながりを構築できる仕組みゃ、食に関

する就労機会を通して地域社会とのつながりを構築できる仕組みは、地域社会やそ

こに暮らす人々の食事満足度向上に役立つと考えられる。

他方、営業職や事務職といったストレスの高い職業は、食に対する主観的影響が顕

著であることから、職場においても、社員の食生活に配慮することで、うつ病といっ

た疾患の予防や、早期発見に役立つことが考えられる。職場においては、食の内容の

みならず、社員同士が食事を共にできるような仕組みづくりは、仕事の効率にも良い

影響を与えるものと考えられる。「食環境」が食事満足感との聞に相闘があることは金

子らの研究 2)から既に報告されているとおりである。そのため、社員の食環境整備は、

社員の食事満足度の向上に役立ち、幸福感・生活満足度も向上にも役立っと考えられ

る。
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第 8章結論

本研究の目的は、勤労者における食事満足感と幸福感・生活満足度との関連を明ら

かにし、今後の職域における健康づくり施策の一助とすることである。本研究により

得られた結果から、食事満足感の関連項目で満足感が高い人は、幸福感や生活満足度

の高く、先行研究と同様に生活全体の QOLを表す概念の一部として幸福感と生活満

足度が主観的 QOLと関連することを示した。食事満足感の高い人は、ワーク・ライフ

バランスがとれており、仕事に対する満足感も高かった。

以上のことから、勤労者の「食事満足度を高める健康づくり施策」を企業の健康づ

くり施策のーっとして取り入れる必要があることを提案し、本研究の結びとしたい。
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研究の限界と今後の課題・展望

以下に本研究における限界点をあげる。

まず、本研究は情報通信業に分類される通信関連企業の結果であり、全ての事業所

に一般化できるものではない点である。従業員規模、業種、従業員構成、健康管理体

制等多くの要因が異なる状況では今回の研究結果が全ての事業所に該当するとは考え

にくい。特に社員食堂を持たない企業は、食環境整備の健康づくり施策はハードの面

では困難が予想される。

今後の課題として、中小企業を含む様々な業種、業態の事業所において対象者数を

増やし、分析方法等の改善を加えながら、食環境整備に関する調査を行い、データを

蓄積する必要がある。

また、企業の健康施策という性質上、企業経営者層への理解の展開も同時に図る必

要がある。食環境整備の向上が、企業に及ぼすメリットを数値化し示していく事が必

要だと考える。

食環境整備による健康施策の目的は全ての勤労者を対象に幸福度、生活満足度を引

き上げ、活気ある職場づくりを目指すものであり、今後の展望として主観をし、かに具

現化するかに注力した研究がさらに重要となるであろう。
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付録:質問紙

|はじめに、あなたご自身についておうかがいします口 l 
問l あなたの性別はどちらですか。

① 男性 ② 女性

問2 あなたの身長・体重を教えてください。(小数点第一位まで)

身長 cm 体重 kg 

問3 あなたの年齢は何歳代ですか。

① 20代②

④ 50代⑤

30代

60代

問4 あなたの職種は次のどれに当たりますか。 (0は一つ)

③ 40代

①営業系(外勤が多い、よく歩く) ②事務系(内勤が多い、座りっぱなし) ③技術職系(立ち仕事等)

④叫[ ] 

問5 あなたの婚姻状況は次のどれに当たりますか。 (0は一つ)

①未婚 ②既婚(配偶者あり、子あり) ③既婚(配偶者あり、子なし)
④既婚(配偶者なし、子あり) ⑤既婚(配偶者なし、子なし)

i あなたの食事についておうかがいします。 I

問6 日々の食事は美味しいですか。 (0は一つ)

① 美味しい ② どちらかというと ③ どちらでもない

美味しい

④ どちらかというと ⑤ 美味しくない

美味しくない

問7 日々の食事は楽しいですか。 (0は一つ)

① 楽しい ② どちらかというと ③ どちらでもない

楽しい

④ どちらかというと ⑤ 楽しくない

楽しくない

問8 食べたい物を食べていますか。 (0は一つ)

①食べている ② どちらかというと ③ どちらでもない

食べている

④ どちらかというと ⑤ 食べていない

食べていない

問9 日々の食事は待ち遠しいですか。 (0は一つ)

① 待ち遠しい ② どちらかというと ③ どちらでもない

待ち遠しい

④ どちらかというと ⑤ 待ち遠しくない

待ち遠しくない

1/10ページ
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問10 日々の食卓の雰囲気は良いですか。 (0は一つ)

① 良い ② どちらかというと ③ どちらでもない

良い

④ どちらかというと ⑤悪い

悪い

問11 日々の食事内容に満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問12 賞味期限が過ぎたものでも、抵抗なく食べることが出来る。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問13 食べ物を食べるときは衛生面が気がかりだ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問14 食事のときに、農薬の事まで気にしたりはしない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問15 輸入食品を食べるのは、安全面で不安である。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問16 食べ物の見た目を気にする方だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
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問17 食事は何よりも味が重要だと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問18 嫌いな食べ物でも我慢して食べるべきだと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問19 食べ物を食べるときには、香りにもこだわる方だと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問20 バランス栄養食品(カロリーメイト等)は手軽に栄養補給出来て良いと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問21 栄養バランスさえ良い食事であれば満足だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問22 1日の消費エネルギーとのバランスを意識して食事をしている。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問23 栄養のあるものを食べると、満たされた気分になる。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問24 レトルト食品、即席めんは味気ないと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
3/10ページ
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問25 外食は手軽に食事ができて良いと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問26 食事は手軽に済ませたいと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

間27 市販の調理済み食品や半調理済み食品にはおいしいものが多いと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問28 食べる事にはできるだけお金をかけたい。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

間29 豪華な料理を食べると、優雅な気持ちになる。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問30 食事には、必要以上にお金をかけたくない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問31 高価な食べ物であれば、それだけでも満足だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問32 料理には、ふさわしい食器を使うべきだと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
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問33 パンとお茶、ごはんと牛乳という様な組み合わせでも平気だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問34 食後にコーヒーやお茶を飲むひとときが好きだ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問35 料理の並べ方を気にする方だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問36 騒がしい所であっても、食事内容が良ければ満足だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問37 食事中、周りが散らかっていても特に気にならない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問38 部屋の明るさを変えるだけで、食事の雰囲気の違いを楽しめると思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問39 快適な室温でない時は、食事を楽しむことだできない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問40 家族や友人、同僚と一緒に、会話をせずに食事をしても満足できる。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
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問41 大勢でにぎやかに食事をすることが好きだ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問42 一人で気ままに食事をすることが好きだ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問43 好きなテレビ番組や雑誌等を見ながら食事をするのが好きだ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問44 一番心の和む料理は、お袋の味だと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問45 夏の味覚を冬にも味わう事ができるとうれしい。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問46 流行している食べ物は、一度食べてみないと気が済まない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問47 お正月にはお節料理がなければ気が済まない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問48 食欲が満たされさえすれば満足だ。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
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問49 正しいマナーや姿勢で食事をすべきだと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問50 柔らかい物や薄味ばかりの食事だと、食べた気がしない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

間51 おなかいっぱい食べないと気がすまない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問52 食事のときは、いつも理想体型や体重の事を意識している。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問53 嫌な思い出のある食べ物は、おいしく感じない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問54 悩み事があるときは、何を食べてもおいしく感じない。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない

問55 ゆっくりと食事をしたいと思う。 (0は一つ)

① 当てはまる ② どちらかというと ③ どちらでもない

当てはまる

④ どちらかというと ⑤ 当てはまらない

当てはまらない
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|あなたの幸福感についておうかがいします。 I 

問56 現在の収入に満足しているか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問57 仕事の時間について満足しているか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問58 住居には満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問59 仕事とプライベートのバランスは取れていますか。 (0は一つ)

① 取れている ② どちらかというと ③ どちらでもない

取れている

④ どちらかというと ⑤ 取れていない

取れていない

問60 現在健康状態は良好だと思いますか。 (0は一つ)

① 良い ② どちらかというと ③ どちらでもない

良い

④ どちらかというと ⑤悪い

悪い

問61 今までの教育は十分だと思いますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問62 友達などのコミュニティはありますか。 (0は一つ)

① ある ② どちらかというと ③ どちらでもない

ある

④ どちらかというと ⑤ ない

ない

-82・



問63 地域ボランティア等、社会参画はしていますか。 (0は一つ)

① している ② どちらかというと ③ どちらでもない

している

④ どちらかというと ⑤ していない

していない

問64 住環境は良いですか。 (0は一つ)

① 良い ② どちらかというと ③ どちらでもない

良い

④ どちらかというと ⑤悪い

悪い

問65 安心して暮らしていますか。 (0は一つ)

① 安心である ② どちらかというと ③ どちらでもない

安心
④ どちらかというと ⑤ 不安である

不安である

問66 現在の生活に満足していますか。 (0は一つ)

① 満足である ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足である

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問67 現在あなたは幸福だとおもいますか。 (0は一つ)

① 幸福である ② どちらかというと ③ どちらでもない

幸福である

④ どちらかというと ⑤ 不幸である

幸福である

l あなたの生活満足度についておうかがいします。

問68 人間関係に満足しているか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問69 性生活に満足しているか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である
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問70 友人らの支えに満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問71 金銭的に余裕がありますか。 (0は一つ)

① ある ② どちらかというと ③ どちらでもない

ある

④ どちらかというと ⑤ ない

ない

問72 毎日の生活に必要な情報を持っていますか。 (0は一つ)

① もっている ② どちらかというと ③ どちらでもない

もっている

④ どちらかというと ⑤ もっていない

もっていない

問73 余暇を楽しんでいますか。 (0は一つ)

① 楽しんでいる ② どちらかというと ③ どちらでもない

楽しんでいる

④ どちらかというと ⑤ 楽しんでいない

楽しんでいない

問74 家の周りの環境に満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問75 医療施設や福祉サービスの利用のしやすさに満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

問76 周辺の交通の便に満足していますか。 (0は一つ)

① 満足している ② どちらかというと ③ どちらでもない

満足している

④ どちらかというと ⑤ 不満である

不満である

協力ありがとうございました。
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要約

【背景】

現在、日本の職場における健康づくり対策は生活習慣病対策を中心に行われている。

その傾向は、 2008年特定健診特定保健指導の開始によってより顕著になってきてい

る。また、最近重要視され始めているのが、健康の保持増進の仕方は様々あるが、共

通するのは単に病気や虚弱で、ないということだけでなく、より健康な状態、最良の状

態を目指すこと、身体的・精神的・社会的に Well-beingな状態を目指す事が重要だと

いう点である。このように健康は様々な観点から捉えることができ、その構成要素も

様々存在する。その構成要素として幸福感や生活満足度が挙げられる。職域の健康づ

くりで最近注目されているのが、タニ夕食堂に代表されるようなヘルシーな食事を社

員食堂で提供して、勤労者の健康を保持増進するという動きがみられている。

しかしながら、その多くが、単にカロリーや塩分を抑えた食事を提供する事に注力

し、食事をする人の環境や食事満足感は考慮されていない事が多い。また現在、勤労

者の食事満足感と幸福感・生活満足度との関係に関する研究報告は少ないのが現状で

ある。

【目的】

本研究の目的は、勤労者における食事満足感と幸福感・生活満足度との関連を明らか

にし、今後の企業における健康づくり施策の一助とするところにある。

【方法】

研究方法としては、無記名自記式質問紙法を採用。調査内容については、個人的属性、

食事満足感、幸福感、生活満足度を調査する。

対象者は首都圏の一般企業に勤める 500名。回答期間を 1週間設けた。調査結果の分

析については、 SPSSStatistics 21.0 for Windowsを用い、食事満足感と幸福感・生活

満足度の関連については Spearmanの相関係数を用いて、相関を検討した。基本的属

性における食事満足感の有意差は Mann-Whitney検定を用い、 P<0.05を有意差あり

として統計解析を行った。
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【結果】

質問紙を配布した結果、男性 206名、女性 181名、合計 387部回収でき、回収率

77.4%となった。平均身長は 163.7cm、平均体重は 59.6kg、平均 BMIは22.4であ

った。婚姻状況は未婚が 141名(36.4%)、既婚は 246名(63.6%)となった。

食事満足感と幸福感・生活満足度との関連を検討したところ、食事に満足している

人は、「幸福感」および「生活満足度」においても満足しており、全体的に相関傾向を

認めた。

基本的属性による有意差も検討したところ、性差・ BMI別・年代別・職種・婚姻状

況で食事満足感に有意差があることが分かつた。これは、食事満足感は生理学的要因

と社会学的要因による影響があることが分かつた。

【結論】

食事満足感の関連項目で満足感が高い人は、幸福感や生活満足度の高く、先行研究

と同様に生活全体の QOLを表す概念の一部として幸福感と生活満足度が主観的 QOL

と関連することを示した。食事満足感の高い人は、ワーク・ライフバランスがとれてお

り、仕事に対する満足感も高かった。
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Summary 

【Background】

Currently ， health promotion measures in the workplace of Japan has been 

conducted mainly in lifestyle-related diseases measures ， the trend is becoming 

more pronounced by the onset of specific medical examination -specific health 

guidance since 2008 . 

It 's beginning to be important life expectancy of Japanese people as we extend ， 

There are various ways of maintairiing and improving health， but health is more ， 

not only that it is not frail and ill simply state ， to common best it is the point that 

you aim the state of ， that aims to state Well-being in physical， mental and social 

as important. 

Health can be captured from various viewpoints ， the components may also be 

various exist . Life satisfaction and sense of well-being ， and the like as its 

components . As a measure of the country ， in the Dietary Guidelines of the 

Japanese people and health promotion campaign ， we have to be a challenge that 

for lifestyle-related diseases and prevention of obesity ， to practice the diet good 

health ， the nutritional balance of the diet be well ， efforts to feel the joy of the 

entire nation to eat are being carried out . As well as a basic disease prevention 

and maintenance and promotion of health ， eating habits are closely related to the 

quality of life . 

[Objective】

The purpose of this study is to clarify the relationship between the happiness， life 

satisfaction and meal satisfaction in workers， is in place to help health promotion 

measures in the enterprise of the future. 

【Methodl

As a research method， adopting the anonymous self-administered questionnaire. 
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For the survey content， 1 investigate personal attributes， meal satisfaction， sense 

ofwell四being，and life satisfaction. 

The subjects， 500 adult men and women engaged in the general company in the 

Tokyo metropolitan area. Provided about a week answer period. For the analysis of 

the survey results， by using the SPSS Statistics 21.0 for Windows， using the 

correlation coefficient of Spearman， was examined the correlation for related sense 

ofwell-being， life satisfaction and meal satisfaction. 

【Result】

206 males and 181 females ， questionnaires can be recovered total 387 parts ， it 

became 77.4% recovery rate .Average height is 163.7 cm， average weight 59.6 kg， 

BMI was 22.4 .With regard to marital status， is unmarried 141 patients (36.4%に

was 246 people with ( 63.6% ) are married . 

Where it was studied using a correlation coefficient of Spearman correlation with 

happiness ， life satisfaction and meal satisfaction ， we investigated the correlation 

between " meal satisfaction "， " happiness " and " life satisfaction " place ， we are 

satisfied " sense of well-being " and also in " life satisfaction " ， people who are 

satisfied with the meal ， showed a correlation trend overall . 

Time regarding options and satisfaction basic attribute ， we examined the 

significance using the Mann -Whitney test was found to be significantly different 

options satisfaction with sex・BMI-specific and age group ， occupation ， marital 

status . This was found to be affected by sociological factors and physiological 

factors meal sa tisfaction . 

[ Conclusion】

People satisfaction is high in relation to items of diet satisfaction， high life 

satisfaction and happiness， life satisfaction and well-being and sense of subjective 

QOL as part of the concept representing the QOL of the entire life as well as 
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previous research it was shown to be related. People with high dietary satisfaction， 

we take a work-life balance， job satisfaction was high. 
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